
冨地原J:瀬ヶ浦
ー福岡県宗像市冨地原所在遺跡の発掘調査一

宗像市文化財調査報告書

第 38 集

.. 

ー

，
 
，
 

4
 

宗 像市教育委員会

i
i
ム



Fu

冨
Wa<● Jo 

地原上瀬
.. 
ヶ

g

浦
ー福岡県宗像市冨地原所在遺跡の発掘調査一

宗像市文化財調査報告書

第 38 集

富追箇t瀬；捕遺跡
富磁揃枯胤遺跡
ふ じわりいわの

冨地原岩野 B遺跡

号

宗 像市教育委員 会

9
;
S
 

i

1

 



序 文

宗像i打は、福岡市・北九州市の中間に位置し、 両大都市への通勤園となって

おり、両政令都市閻の中核拠点都市としての様相を濃くしています。本市はこ

のような状況の中で、施策の柱とも言える「学術・文化・国際交流都市」を目

指して着実に歩みを続けるとともに、他方では、農用地の計画的利用を進めて

おり、県営ほ場整備事業や農業基盤整備等の農業振興にも力をそそいでいま

す。

平成4年度に発掘調査を実施した冨地原J:瀬ヶ浦遺跡、冨地原惣原遺跡、冨

地原岩野B遺跡は、宗像市の南東部に位置し、鞍手郡宮田町に近く、広陵台団

地に隣接した丘陵に分布しています．

発掘調査は、 この地区のほ場整備事業に伴う緊急発掘調査として実施され、

この地域の墳墓や集落跡を発見することができました．

これまでの発掘調査で墳墓に関わる遺跡が多く発見されてい

ますが、集落跡の発見は、今後の古代のむなかたを解明する上で貴重な調査と

この地域では、

なりました。

本書が、広く文化財の保護および学術研究の資料として貢献することを念願

するとともに、発掘調査に参加された方々の労苦と、

ー同に対L心から感謝の意を表する次第であります。

ご協力いただいた関係者

平成6年3月31日

宗像市教育委員会

教育長森下 照 清
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第 1章序 説

1 . 調査の経過

;~ 像,t;は、福岡,f;• 北九州,t;の中1り］に位既Lており、両人品,r,の通勤閥内にあって急速なペッドク
ゥ・ノ化が進み、屯地必成や道路蟄儲など開発の波が押し寄をている。かつて純農村であった本巾にお

いても農業経営などに近代化の波が押し寄せ、昂市近郊型の複合経営をti指す生痙基盤の整備が進め

られている。今l!dの調虻は、農業基盤整鯛＊菜の一つである富地駄地区県営ほ掲整倫事業に伴う事前

の緊急兌掘調企である。事業規模が人型であるために．確認された遺跡の現状保仔は困雌を極めてお

り、盛土等による"I能な限りの保存対策を講じてきたが、消誡が必至の区域については記録保存とい

う形で対処した．＊昔は平成4年度に実施された“地原地区県営は湯整備事業に伴う 4件の緊急発掘

調企のうち、冨地原上瀬ヶ浦遺論、冨地原惣原遺嶋冨地原岩野B遺跡の3件について報告するもの

である。

冨地原上瀬ヶ浦遺跡は、福岡県宗橡市大字冨地原（字上瀬ヶ浦） 882番地局辺に所在するもので、標

高44mから49mの独立丘陵上に造営されている。調査は、ほ場整鍮単業で切り盛り閾整がとれず、削

平される当丘駿3.360nlについて試掘調査を実嵐遺構の確認されたI.OOOnlについて調企区域を設定

し、緊急発掘講査を実崖した．その結果、当遺跡内において古墳4基と士坑1基を検出した．発掘調

丘期間は、平成4年5月IBから着手し5月30日で終了した．

冨地原惣原遺跡は、禍岡県宗橡市大字冨地原（字惣原） 1041番地周辺に所在するもので、標高296.9

mを最高所とする靡山から北西に娠生する舌状丘駿裾渾にあたる標高34mから35mの徽涵地に営まれ

てじる。瞬査l:t,ほ場整備事業で切り盛り謁整がとれず、削平される範囲の試掘調査を実施．遺構の

確認されたl,OOOnlについて調査区域を設定し、緊急発掘調査を実施Lた．その結果、当遺跡内におい

て掘立柱建物跡7棟と土坑9基、石列勇状遺構などを検出した。出土遺物は、いづれも中近世のもの

であった。発掘調査期間は平成4年9月16日から着手しIO月31日で終了Lた．

冨地原岩野B遺跡1文、福岡県宗像市大字冨地原（字岩野） 1476番地周辺に所在するもので、鞣高

296.9mを最高所とする靡山から北へ派生する舌状丘陵東偏緩斜面にあたる標高29.Srnから32mの範

囲に営まれている。調査は、ほ場整備事業で切り盛り調整がとれず、削平される当丘駿9こついて試掘

講査を実施。遺構の確認された2.000nlについて置査区域を設定し．緊急発掘調査を実施した。その結

果、当遺跡内において円形住居跡5棟と方形住居跡6棟及び掘立柱建物跡6棟．古墳1基と土攘墓2

基、±坑1基を検出した⇒ 発掘調査期問は、平成4年4月3日から着手し6月1日で終了した．

第 1負 平成4年度県鴬ほ湯聾●事婁にかかわる奏纏調査一覧衰

遭 跡 名 所在地（福岡県匹iii) 綱査原因 調査面積 調査期間

冨地原J::.瀬ヶ浦 大字冨地原字上瀧l•ili 8821!! ほ楊整籠 l,OOOnf 199がF-5月1日~5月30日

冨地原惣原 大字冨地原字惣原 1041他 ほ場整傭 l,OOOnf l四 9月16日~10月318

篇地原岩野B 大字冨地原字岩野 1416他 ほ褐整• 2,000nf 1992:ff. 4月3日~6月1日

発掘躙査はつぎの組織でおこなった．
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組 織

(1) 平成 4年度

総 括 宗橡,IJ教ガ委員会

庶務・会計

発掘調査担当

(2) 平成 5年度

総 括 宗像市教育委員会

庶務・会計

発掘調企担当

教育長

教育恙長

社会教育課長

文化係長

主

技

技

技

査

師

師

細

教育長

教育部長

社会教育課長

文化係長

主任技緬

技緬

技師

森

芹

吉

尾

吉

原

原

安

白

岡

森

芹

吉

原

原

安

白

下

野

田

山

田

謁

木

下

野

田

部

照

ill
繁

繁

俊

俊

裕

英

ヽ
ノ
｀
~
任

任

飢

兼

（

（

 

清

亘

利

清

利

久

敏

崇

照

温

繁

俊

俊

裕

英

清

亘

利

岡

久

敏

崇

今回の発掘調査において福岡農林事務所、宗像市農業振興課、冨地駅士地改良区の方，，にご協力9ヽ

ただいた。また、調査を進める上で多くの方々のご指導・助言・応援をいただいた．特に夏の炎天下

の中で発掘調査に参加いただいた地元や発掘作渠員の皆様には'.しからお礼申L上げるとともに深く

感謝したい．
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2. 位置と環境

がH起報告する枯地原上瀬ヶ浦遺跡｀“地比惣諒遺跡、厖地似岩JIB遺跡は、いづれも悩岡駄；；<像

, ~,k',!i,j地原にあって、それぞれ字l:.瀬ヶ浦・惣探 ·¥l野（第 lllll l ~3、第IJl)に所在している．

これらの遺跡9文、公鴻t<liのrl!JI(部地域で鞍手郎'MUI町との郡境9こそびえる尿l'ii325.7mの新立山と

操贔296.9mの靡山から宋橡Illのほぽ中央を凸流している釣JIIが形成する；沼象f'lf南東部域に［印）かっ

て派生するJ¥手状に開く舌状丘駿群の丘陵上及びその裾部に分布している。

この丘陵群は、冨地原・名残・吉留・武丸地区にまたがるもので、眼下には宗畿平野I如東部域を一

望することができ、背後に新立!IJと靡山を仰ぎみる。各丘駿は、細長く延びており、谷lllJI之~ 新立山

と靡山を扇の要とする扇状地形を旦L、宗鹸平野に続く谷水田を形成している。弥生時代前扇後半以

降このような谷水田は生活基盤を支える瀧漑地として開発され、かなり奥まった地域においてもその

生活の痕跡をみることができ、当丘駿群においても散多くの遺跡をみることができる．しかし、宗像

市消東部地域は｀福岡•北九州市の両大菰市の通勤瀾内にあって．急速なペッドクウン化が進み、宅趣

店成や道路整備など開発の波が押L寄せている．また、農業経営9こおいても都市近郊型の合理的な経

営を目指す生産基盤の整備などによる開発も進んでいる。このような環境下にあって、当地域におけ

る各遺跡9文．徐々 9こではあるが、その性格を明らかにしようとしている．

本報告遺跡は、農業基盤整備事業の一つである冨地原地区県営ほ掲整備事業に伴う事繭の緊急発掘

調査によって検出されたもので、その性格を明らかにしようとしている）例でもある．

冨地原上瀬ヶ浦遺跡9文、丘駿上に占地する 4基の古墳から構成されており、 6世紀前半から中頃を

中心に造営されたもので、その造墓変遷が追えるものである．当遺跡のあり方を踏まえた上で、周辺

の遺跡をみると当丘匿群に分布する冨地原梅木遺跡や武丸町添遺跡、浦谷古墳群などは、遺跡の性格

上関連の深いものであるといえよう。

冨地原惣原遺跡は、丘陵裾部の谷奥に営まれた江戸時代後期を中心とする建物群である。江戸時代

にあたる集落遺跡の調査氏この地域では初見であり、旧唐津街道の赤問宿との関係が興味深い。ま

た、福岡県の近世資料などにほ、冨地原地区の記述がみられ、当遺跡の営まれた歴史的背景を窺いし

ることができよう．当遺跡検出の各遺構9士、当該時期を研究する上での基礎的資料となることを期待

する．

冨地原岩野B遺跡11、引陸亨怪斜面に営まれた弥生時代を中心とする集落跡で、円形住居跡5棟や

方形住居跡6棟、掘立柱建物6棟などを検出している。これらの遣構It、弥生時代中期前棄から断絨

的に営まれたもので弥生時代後期後半まで続き、その変遷を追えるものである．当遺跡のあり方を踏

まえた上で、周辺の遺跡をみると当丘陵群9こ分布する冨地原梅木遺跡や冨地原JII原田遺跡、冨地原森

遺跡や冨地原深田遺跡などは、遺跡の性格上関連の深いものであるといえよう。特に冨地原!II原田遺

跡ほ、当遣跡の営まれた時期と重複する時期であり、何らかの関係をもっていたことは疑う余地のな

し、ものであろう。また、冨地原森遺跡では、弥生時代前期後半頃の遺構が検出されており、集落跡の

立地による変遷を考える上で重要になるものとなろう．

このように宗像平野雨東部域においては、宅地迭成や道路整備などの開発の波が押し寄せている反

面、地域的な遺跡の性格などを踏まえた繋がりを推瀾できるようになろうとしている。今回調査報告

される 3遺跡の成果が｀この地域における今後の調査及び遺跡の性格をおさえる上で、重要な位置を

占めるものとなることを期待したい。
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第2章冨地原上瀬ヶ浦遺跡

1. はじめに

冨地原t瀬パ涌遺跡（第 1図I)は、福岡県宗像rt汰字箪地原（字上瀬ヶ浦） 882番地周辺に所在し
ており、宋像rllと鞍手郡宮山町との郡撓にそびえる標贔325.7mの新立山から北囚へと派生する数条

の八手状丘駿のうち・大きく宗像平野に張り出した丘駿の西饂枝Ii:駿から妖滴形にポび出した独立丘

駿尾根 lこにあたる鰈晶44

mから49mの地点に分布

している．

当遺跡の現状1ふ丘陵

全体が大規揆な開墾tこ

よって畑地として利用さ

れており、段々11i1状を呈

している．畑地廃絶後は

原野と化した。この段階

での踏査では、遺構確認

はできなかったが、当丘

駿の根幹部をなす丘駿に

は、冨地原神屋崎遺跡や

冨地原古賀遺跡などの集

落遺跡（第 1図）が丘陵

裾部を巡り冨富地原明天

寺遺跡や『饂岡県遺跡等

分布地図』（宗像郡編）

1977年掲戴の330227-

330氾7番などの古墳が丘

陵頂部や先端部に認めら

れている。このような当

丘陵周辺の遺跡分布状況

を考慮にいれると当丘陵

における遺構の存在は、

充分に考えることかでき

る。よって奮冨地原地区

県営ほ場整備事業に伴

い、切り盛り調整がつか

ずに削乎されることと

なった当丘駿3.360rrliこ

ついて試掘調査を行い遺

/~ 

34.69 

35.16 

~~ ,_, 

o. 
50m 

"ヽ・" 

33.78 

”-
孔
吼L9.g 

軍2図 冨地原上遍ヶ浦遍諭●纂計11i國 (1/1,000)

竺
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‘
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2. 遺構

1} S01 

(2) 主体部

墳丘のほぽ中央に墓凜が掘り込まれ、

この中に南東方向へ開口する横穴式石室

（第4図）が築かれている。墓擁1:1.、長

辺3.3mX短辺2.4mの長方形を呈するも

ので．南東短辺壁には、石室から斜上方

に上る長さL5mの墓道が取り付く．こ

の墓讀の正確な乎面規格や深さなどにつ

いては削乎'"よってその上面を失ってお

り不明である．

＋沿

嘱3園 富蝙原上遍ヶ溝遺諭遭●配置園 Cl/300)

/>-
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.f濱 11.、上軸をN-46'-WIことる'"袖を備えた培室の横穴式ム室で、堆訳岩II)紺成柑からなる塊

石を上要元材としてし・る．ぷ材の遺if状況は、盗掘などによる攪乱が著しく右袖石及び右OO壁の腰石

を残すのみである．石材の構築1こ粽しては、袖ゎiiまイi材を樹立させて肉袖部を形成しており、 11l1壁l:t

石材を秘せて石材長辺をHi辿ねる形で壁I紺養石を形成Lている。左闘墜及び奥墜はすでに破巖され

ているが、 ./i材抜き跡などからみて側壁に関Lてl:t{,側壁I:.同様II)4 {i構成．奥埜は 1./,構成であ

り、奥壁を両11l1壁で挟み込むように形成されている。袖{i訓面に付設される前庭側壁It!石を基底1こ

49.50m 49 SOm 

ー
ー
{

49.SOm 

。
2.m 

第4閾 冨増原上遍ヶ漏遍諭so,主体鑢寅瀾國 (1/40)
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； 

裾えて：：の上段に lfiずつ石材を駿み重ねて基填壁とぷ寇前面との隙問を咆めている．ぶ室ブランは

やや,1ヽ 膨らみの長Ji形を駐している．当占頃の法蘊（第2表）は、玄室長2.18m、玄室幅0.90mをilll

る。これに 1マス30cmの力眼をあてると全長は9コマとなりこのうち崩庭欄壁長が 1コマを占める．

土室幅は3コマで玄室最大幅までを測ると 4コマになる．つまり、 .!(r,部を含んだ土宝長と土室最大
幅の比率が2: Iの割合になるぷ室であることが理解できる．

第2衰冨麹原上遍9溝遺論遺欄It瀾襄 I
単位： m 

全 長 玄室長 玄室暢 最大纏 玄門長 玄門幅 前庭長 蔚庭幅
遺綱名

晶演氏 墓慣幅 最大幅 蘊 底 昆 底 欄； 贔道長 墓道幅

SOI 
(2.70) (2.JB) 0.90 1.20 0.22 C0.60) 0.30 (0.73) 

3.30 2. 鳩 2.40 1.20 3.00 1.95 I.SO 0.9 

S02 
2.40 2.10 (1.05) (I.OS} 0.30 (0. 75) 

3.30 l.95 2.10 0.90 2.85 1.95 0,80 0.60 

803 
(2.70) (2.40) (1.05) (1.20) (0.30) {O.OOl 

3.60 2.10 2.10 0.45 3.30 1.65 

3.10 
$04 

2.40 1.20 1.36 0. 叩 0.12 0.40 1.02 
3.60 2.40 2.10 0.,0 3.30 2.40 1.50 0.60 

( )It橙定復元

2) S02 

(1)墳丘

当遣構は、 SO!から南東へ2.5m程隔てた丘陵尾根部に占地する古墳（第3図）で、かなり激しい

削平と攪乱をうけており、墳丘螢士のすべてと墓潰右側壁の一部を失っている。幸い、当遺構北西部

において丘陵を切断するように巡る断面 ru字」形を呈する幅3m程の馬蹄形溝状遺構が遺存してお
り｀当古墳が標高47mを基底面とする径!Om程の円墳であったことを確認することができた．

(2) 主体部

墳丘のほぽ中央に墓墳が掘り込まれ．この中に南東方向へ開口する横穴式石室（第5図）が築かれ

ている。墓漬は、長辺3.3mx短辺2.lmの長方形を呈するもので．南東短辺壁には．石室から斜上方

に上る長さ0.8mの墓道が取り付く。この墓攘の正確な平面規格や深さなどについては削平によって

その上面を失っており不明である．

石室は．主軸をN-48"-Wにとる両袖を備えた単室の横穴式石室で．堆積岩の変成岩からなる境

石を主要元材としている。石材の遺存状況は、左袖石及び左鱒壁の腰石と奥壁の腰石を残すのみであ

る．石材の構築に際しては、袖石は石材を樹立させて両袖部を形成しており．側壁11左側壁で3石を

確認しているが石材の抜き跡などから石材を寝せて石材長辺を4石連ねる形で壁面蜃石を形成したも

のI::考えられる．右側壁はすで1こ蔽壊されているが．石材抜き跡などからみて左鎖壁と同様の4石構

成、奥壁は1石構成であり、奥壁を両側壁で挟み込むように形成されている。袖石前面の前庭饉壁に

ついては遺存しておらずその存在の有無等については不明である。石室プランは箱型の長方形を呈L

ている。当古墳の法量（第2表）は、玄室長2.!0m、玄室幅1.05mを瀾る．これに 1マス30a,の方眼

をあてると全長は8コマとなりこのうち玄門部が1コマを占める。玄室幅は4コマとなる．つまり玄

門部を含んだ玄室長と玄室最大幅の比字が2: Iの割合になる石室であることが理解できる．

-8-
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48.70m '8.10m 

E
0、
9
p

隕平をうけて

おり、墳丘盛

土のすべてと

墳丘南基底面

を失っている。

幸い、当遺構

2m北西部におい

て丘薩を切斯

するように巡

る断面ru字J
形を呈する幅1.5m程の馬蹄形溝状遺構が遺存しており、当古墳が標高45.5mを基底面とする径8m

程の1引墳であったことを確認することができた。

．
 

！ 

ふ
＜ヽ‘

1•" 

第5図 冨地原上遍ヶ浦遭蒻S02主体鄭宴遍図 (l/40)

3) S03 

(1) 墳丘

当遺構1文、

S02から南

東へso,,,程隔
てた丘駿尾根

部に占地する

古墳（第3図）

で、丘醍にお

ける全体の古

墳配置からす

るとかなり無

理があ,,so
2を切るまで

に11至らない

が、ぎりぎり

まで寄せた観

が窺われる．

かなり濠しい

(2) 主体部

墳丘のほぽ中央9こ墓填が掘り込まれ、この中に南西方自へ開口する横穴式石室（第6図）が築かれ

ている。慕墳は、長辺3.6mX短辺2.lmの長方形を呈するもので、南西短辺壁には、石室から斜1:方

に上る墓道が取り付くものと考えられる。この墓襲の正確な乎面規格や探さなどについては削平に

よってその1:面を失っており不明である．

石室It,主軸をN-52'-Wにとる両袖を備えた単室の横穴式石室と考えられる。盗掘などによる

撹乱が著しく、石室すべて．の石材を失っている。幸い、石材の抜き跡が検出されており、石材の構築が

-9-
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撃される．袖ぷは石材を樹立させ

て両袖部を形成する。 1111壁は石材を

寝せて石材長辺を4石連ねる形で壁

曲膿石を形成する。奥壁は 1石構成

であり、奥壁を1●j側壁で挟み込むよ

うに形成するものである。石室プラ

ンは玄室前面より奥壁側の法量が長 e 

くなる幅広の羽子板型の長方形を想 ・
畠

定する。当古墳の法量（第2表）ほ、

」
玄室長2.40m、玄室幅1.05mを測

る。これに 1マス30anの方眼をあて

ると全長は9コマとなりこのうち玄

門部が 1コマを占める．玄室幅は玄

門部前面で3コマ、玄室最大幅であ

る奥壁長は4コマになる。つまり玄

門部を含まない玄室内法の玄室長と

玄室最大幅の比率が2: Iの割合に

なる石室であることが理解できる．

4) S04 

（！）墳丘

当遺構は、 S03から南東へ6m

程隔てた丘綾尾根部に占地する古墳

（第3図）で、かなり激しい削乎をう

けており、墳丘盛土のすぺてと南墳

丘基底面を失っている。幸い当遺

構北匹部において丘陵を切断するよ

うに巡る断面「U字J形を呈する幅

1.5m程の馬蹄形壽状遺構が遺存しており、当古墳が標高45.5mを茎底面とする径!Om程の円墳で

゜

46.80m 

2m 

纂6図 冨地原上遍ヶ浦遍諭$03主体郎実漏図 (1/叩｝

あったことを確認することができた．

(2) 主体部

墳丘のほぽ中央に墓攘が掘り込まれ、この中に南東方向へ開口する横穴式石室（第7図）が築かれ

ている。墓凜は、長辺3.6mX短辺2.7mの長方形を呈するもので、南東短辺壁には、石室から斜上方

に上る長さ1.5mの墓道が取り付く．この墓攘の正確な平面規格や深さなどについては削平1こよって

その上面を失っており不明である。

石室広主軸をN—⑱-wにとる両袖を備えた単室の横穴石式石室で、化馘岩質の境石を主要元
材としている。石材の遺存状況は、盗掘などによる撹乱が著しく奥壁膿石上面から上の石材を失って

いる。石材の構築に際しいは、袖石は石材を樹立させて両袖郎を形成しており｀鋼壁は石材を寝せて

石材長辺を右4石・左5石連ねる形で壁面膿石を形成している。奥壁は 1石構成であり．奥壁を両傭

-10-



整で挟み込むように形成されている。壁体は袖石と奥壁の高さを同じ1こ揃え、この中にわ材を組み込

み両袖石と央壁上面を基線とした長方体を形成している.::. のとき、側壁は腰石い面を梱石J:面から

奥墜上面に向かってほぽ直線に整え｀この1:面に111!石と直交する塊石積みを厖す．本来ならばこのよ

うに整えられた長Jj体の上面に塊石を徐々に持ち送りながら積上げ犬井に至るのであるが当遺構では

削ギされており、現状ではみられない。袖f1foll面に付設される前庭側壁は2.fiを基底に据えてこの上

段にム材を積み重ねて蘊漿壁と石室前面との院間を埋め、玄門那から前力向にかかる上郎圧を2点支

持から4点支持へと強化して石室の倒腹を防いだものといえよう。石室ブランは箱型の長方形を呈し

蓋
rom-1―早
“
信
冒
早1

 

E
0
2
.
w
 

Zm 

u.70m 
D
 

寡7図 冨鎗原上遍ヶ漏遍鱚S04主停麟霙漏國 (1/40)
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ている．当山墳の法量（第2表）は、土室長2.40m、玄当艇1.20mを渕る。これに 1マス30caの力眼

をあてると全長は10コマとなりこのうち前庭偏壁長が1,マと玄l"J部が1コマを占める。玄室幅は4

コマになる．つまり玄r,部を含まない土室内法の玄室長と玄室最大幅の比率が2: Iの割合になる石
室であることが理解できる。

5) SKS 
第3表 富地1!1上漏ヶ溝遺鎗遺欄1t測表D

単位： m 

当遺構（第8図）は、 SOI南東部に巡る馬1111l形溝状遺構

の埋le.を切って掘られた土坑で、ちょうど SO!の墓道が

延びる延長線上の溝外壁と接する位既に検出された。追構

内の埋土は、暗貨灰色の荒粒子土で、炭状の木片を多く含

むものであった。遺構の形態は、遣跡全体がかなり激しい

削平をうけており、遺構上面の保存状況ほ、極めてよい状

況とはいえず，検出平面形が隅丸方形を呈してはいるが、

明確にその形態を把握することはできない。現存長0.97m

x現存幅0.88m、現仔深10cmを測る．

3. 出 土 遺
況

物

遺構名 全 長 最*111探 さ

SKS 〇.97 0.88 0.10 

＼ 

I)出 土 状
し

戊
川
い
い
ー
ー
ー
！
，＇ 

_,＇ 

-―-＿-― 

8

0

 

5
0
-

4880m 

SOIでは、馬蹄形構状遺構から土師器の杯及び須患器

の杯蓋（第II図-I・2)が出土しており．石室内からは刀

子片（第9図ー I)が出土している．馬蹄形溝状遺構出士遺

物は｀遺構内埋土を3層に分層した中層にあたる瞳貨褐色粘質土層から出土している。溝完掘後数年

を経て堆積した暗黄灰色粘質土層の上に、墳丘盛土が流出Lて淮積した暗黄褐色粘質土層から出土し

た遣物は、墳丘からの流れ込みと考えられる。石室内出土遺物は、玄室内の奥壁寄りの暗黄褐色の荒

粒子士中から検出されている。石室内は著しい撹乱をうけており．出土地点は埋葬時の位置ではない。

so2では、石室内から鉄刀片（第9図ー 2)が出土している。この遺物は．墓墳左傭壁を破壊して

掘り込まれた盗掘坑内にあたり出土地点が咤葬時の位置でないことが観察されている。

S03では、馬蹄形溝状遺構から須恵器の短頸壺（第11図ー 3)が出士している。この遺物は、遺構

内埋土を3層に分層した最下層の暗黄灰色粘質士層中から検出されている。

S04では．石室内からは鉄鏃片と硝子襲丸玉（第9図ー 3,4~39)が出土している．これらの遺

物は、玄室内の全面域に散らばっている状態で、暗黄褐色の荒粒子土中から検出されて9ヽ る．石室内

は著Lい撹乱をうけており、出土地点は埋葬時の位置ではない。

聾8図 冨遍原上遍ヶ浦遣論SKS冥漏lill

(1/311) 

2)鉄器・装身具（第9図）

11:t, SOI石室内出土のl/子片で、刀身切先から半分程を失っている。現存長ID.Beaを瀾り、この

うち4.3cmが茎である。茎には．茎長にほぽ平行する木質繊維が付着しており、木柄が装着されていた

ことが観察される。身幅l:t、関部で2.lca・現存身部端で.I.Seaを測る。身部断面は、背幅4一の厚

さを持ちこれが身幅の2/碑まで貌き刃部に向かって徐々に狭まりやや丸みを帯びた長二等辺三角形

を呈している。 ＇ 

-12-
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211、S02,嘩内Ill~のJ})ヤで、 JJ身部にあたる郎位である．現存長は10.沈員、身艇は3.4cmを111

る。身添断I紺は、背輻 6•の＂さを持ち、これが身艇の l/4程まで航きガ部に向かって徐々に狭まる長

埒辺：角形をl.lして9・る, 11身の輻• 新,m形からみて当遺物は、 JJ身長80o,を超えるJJでJJ全長It.
Im近くになるものと考えられる．

3は.SOH濯内出l:の鏃身1ヤである。鋒先と鏃身のほとんどを失っているが、尖根式に属するも

のと考えられる．現イU紐．＆潤、身艇l.4caを測る。身縁断I紺Ii,属食が著しいために駆らんでおり、

明確ではないが片丸造1） で、ガ澤との境9こ小さな1J11部のあることが観察できる。箆被に続く身の断面

形9ま扉キな長1j形を星している．鏃身の形状や幅などからみて当遺物1:1.、片丸造長三角形広鋒式の尖

根鏃と考えられる、古野捻久氏の分類（註llによれば．＆頬の系列に属し、 w期にあたるものと思
われる。
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4から39は、硝f鯛丸玉である。その色で分艇するならば ＾ 
騨・lit色・濃紺色・紘色の4騎類にm」される．これら玉Is農
顛の法嶽をみると、第 IOllllのようにA•B·C と 3 区分でき

る。また、孔径をみると l.5•·2m·3B1の 3 種願がある

が、このうち 3,..径を測るものは、本来2m径のものが変形

したものとみられ、実際には2頬に分けられる．硝子丸玉

は、その製作工程において、芯棒に溶解硝子を付着させ、：：

れを回転．ド］柱状硝子管が芯棒に取り付いたところで返当な

長さに切って必棒から抜く作業が行われる。当遺跡出土の丸

玉の場合、孔径が1.5mと2.. の 2種類あり、溶解硝子を付

着させる芯捧が2種類あったことを想定さ北る。また、丸玉

の色調をみると 4種類の発色を示している。青色・紺色・濃 纂1011!1 富地隕上遍ヶ浦遺薦攀身具法量図

紺色の3色は、硝子玉の厚さなどによって．その発色が徽妙 (.Ill位： •l

に変色することが観察されており、青系統と緑系統の 2色の溶解硝子があったことを想定させる。丸

玉の大きさについては、溶解硝子が芯棒に付着した厚さによって異なることから第 4 表A•Bのよう

な小差の違いま、その製作工程には影響がないものと思われる．以上のことから当遺跡出土の硝子丸

玉は、芯棒の違いと硝子の色調差などから 3回に分けて襲作されたものと想定される．

｀ 
I ヽ

’‘ ＇ I 
＇ 

I 

5 
ヽヽ ， B 
''Pl 

5
 

10 （帽J

算4襄 冨地順上遍ヶ浦遍鎗出土遍働1t瀾遍 l

蓄号 器種 現存長 最大蝙 厚さ 孔径 材買 色調

I 7J子 , .. 21 4 鉄襲

z 刀 103 34 ， 鉄崖
' 鏃 " 14 

(2) 鉄 濃緒色

4 丸玉 ， ， 7 2 硝子璽 ill綺色
5 丸玉 ， ， ' 2 碩-f髪 青， 丸玉 10 ， 1 ？ 硝子襲 濃紺色
7 丸杢 ， 8 6 2 硝子襲 柑色
8 丸玉 ， 10 7 3 硝子襲 量柑色， 丸 ， ， ' l.5 硝子襄 青色10 丸玉 IO 10 1 2 硝子襲 紺色

11 丸玉 10 10 7 l 硝子襲 llt色

12 丸玉 ， ． 7 2 硝子襲 紺色
13 丸玉 8 ， ， l.5 硝子襲 濃紺色
14 丸玉 ． ． 7 1.5 硝子襲 綺色
15 丸天 ， ． 7 1.5 硝子皇 ill籍色
16 丸玉 ． ， • i.s 硝子鼠 膏色
＂ 
丸玉 ． ． ,5 2 硝子襲 畿紺色

18 丸天 ． ， 5 2 硝子纂 柑色
19 丸玉 ． ． 5 2 硝子ll量紺色
"' 丸玉 ． ． 5 1.5 硝子纂 濃紺色

蓄号 器種 現存長 扇大暢 厚さ 孔径 材貫 色調

21 丸 ， ， 7 2 硝子襲 濃柑色
22 丸玉 ． ， 5 2 硝子璽 青色
23 狂 ． ， 5 2 硝子菫 紺色
24 丸玉 8 

＇ 
6 2 硝子鱗 鑽紺色

お 丸玉 1 8 6 1.5 硝子襲 紺

26 丸玉 ． ， 6 2 硝子襲 紺
＂ 
丸玉 ． 8 ， 2 硝子襲 紺色

苫 丸玉 1 8 5 2 硝子襲 濃紺色

29 丸玉 ， 10 ' 3 硝子量 青色., 
丸 8 (8) 5 2 硝子ll濃紺色

31 丸玉 7 ． 6 2 硝子襲 紺色
" 丸玉 7 8 5 2 硝子1l 紺色33 桓 ， 8 ， 2 硝子鼠 脅色
" 丸 8 8 5 2 硝子襲 紺色

35 丸玉 ． 7 5 2 碩子襲 •111色
賓！ 丸杢 8 8 ， 2 硝子襲 柑色
37 丸 ． 1 ' J.5 硝子量 青色
潤 丸 6 • 5 2 硝子舅 青色
39 丸玉 • 5 ． 1.5 硝子鼠 縁色

単位：一

（ ）は推定復元
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3)土 器（第38図）

11:t、SO!馬蹄形溝状遺構出上の須患器杯蓋で、完形品の1/2程

の個体である。全体的に丸味をもった器形を星しており、口縁部と

体部の境には 1 条のあまい沈線を巡らせている• Cl縁瀾部は．斜め

に仕上げられており,l!!J線状の段を有する。器形の調整には、器高の

1/2程に左国転饒鑢1こよる幅広の箆削り謂整が脆されている．胎土

は2... 程の長石砂を含む。色調は貨灰色を呈する部分が多く．やや

焼のあまさを感じる。 21文、 SO!馬蹄形壽状遺構出土の土師器婉

で、ほぽ完形品であるが底部を失ってし・な全体的に丸味をもった

器形を呈しており、口縁部は内弯しつつそのまま丸味を帯びた端部

となって終る。器形の調整には、外liltこT寧な箆磨き調整を施し、内

面はT寧なナデ調整を維している。胎土は木目織かな鰍密なもので

ある。底部の欠損に関しては．発掘調査において検出することはで

きず、後世の破損か当時の破損かをおさえるには至らなかったが、

古墳供給時に打ち欠いた可能性を残している.3は、 S03馬蹄形溝

状遺構出土の須恵器短頚壺で｀完形品の1/2程の個体である。全体的 算11園冨亀原上遍ヶ浦遍諭

1こ扁平球を呈しており、胴部最大径を中央よりやや上方にとる。底
出土遺物宴瀾li!IIl(1/3) 

邦は平坦で．器形の調整にはカキ目調整を施し、底部から体部1バ程までを手持ち箆削り調整している．

三
CY, 

3
 

o. '"'露

纂5裏冨逓原上遍ヶ漏遺菖出土遍物計遍襄n

番号・ 出土遺物 ロ径 底径 器高 調 整 色 躙 その他の特量

外面：左回転朧・帽広箆粗1之器高l/2を占める． 外iii:董灰色
ロ1縁条縁凹靖繹沈織縁部状と体◆殷は墨の境にl 須恵器杯薯 14.0 ... 
げ〇 銅有め．仕上内iiii:天井墨不定方向ナデ．ほか回転.,.,,,, 内画：漬灰色

外画： T寧な箆鰐き． 外面：黄褐色
底丸給0縁珠時藁打畢のも欠I欠ち幻鼻内てく欝彎？． 古しつ墳供つ， 土師替撓 12.0 ,., 

内両：T寧なナデ翼璽を篇している． 内画：贄纂色

外面:カキメ鯛養事底郡から体謳1/胡目手持算削． 外面：青灰色
＇全平り体坦や譴．的や上薦這方乎津．は．中庇央墨よ， 須恵器短頸壼... 5.0 ,.o 

内面互底鵠から体墨V頌呈謳篤ナヂ．ほか回転ナデ 内面：青灰色

皐位： 0

4. まとめ

今回の瞬査において、当遺跡が、概高325.7mの新立山を扇の要として釣）IIの形成する宗像平野南

東部域に張り出す入手状丘陵J.:tこ分布する古墳群の 1つで、 4基の古墳から構成されていることが明

らかとなった。このことは、同じ新立山を扇の要とする冨地原・名残•吉武地区に所在する各遺跡を

理解する上で大きな手がかりとなろう。以下、これらの検出遺構や出士遺物についてまとめる．

1)古墳の占地について

今回検出の古墳はすぺて丘陵尾根J.:Iこ占地している.SOIが丘駆頂部にあり、 S02、S03と順次

-15-
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I S02 
SOI S03 

so, 
算12図 冨地頂上囀ヶ浦遣躊石室プラン法量II渭図 0/tiOl

丘陵を下る。主体部開口方向は、 S03が南西にとるほかは、すぺて南東にとっている。各古墳間の距

羅は、 SO!、S02間を基9こすると S031t.、S04を避けて窮屈9こS02方向へよっているようにみ

え、 S041:t,他の古墳より、やや離れている。このような占地状況からみると、一見．同一グループ

にみえるこの古墳群が、数グループに分けられる要素を醸しだしている観がある。また．その占地の

あり方で、地理的に優佗な丘陵頂部にある SOIが最初に築造され、続いて S02・S04、そして

S02に寄り添うように窮屈な馬蹄形覇状遺構を巡らすS03が最後に築造されたようにみえる．

2)各古墳の石室について

当遺跡検出の各古墳石室プランについてみることとする．各古墳の石室プラソに 1マス30cmの方眼

をあてると第12図のようになる。この図によると各石室とも側壁間に4マスの方眼が填まっている。

このとき、石室主軸方向の方眼は,SOI・S02では玄門部を含むところで8マスの力眼が虞まって

いるのに対して、 S03・S04では玄室前面で玄門部を含まないところで8マスの方眼が填まってい

る。前者を 1類、後者をn類としたとき、玄門部の長さ分］類から月類の玄室床面積が広がったこと
となる。また、玄室前面幅をとれば、 SOIとSOJは3マスの方眠が填まり、 S02とS041文4マスの

方眼が填まる．前者を●類、後者をb類としたとき、玄室前面幅分●頚から b類の玄室床面積が広

がったこととなる。つぎに、壁体構造についてみることとする。当遺跡検出の各石室では、その遺存

状況が悪いため、石室ブランを構成している腰石から袖石上面の線を上限とする壁体構造について比

較することとする。このとき壁体構造をすぺて失う S03は除外するものとする。各古墳の壁体に 1

マス30cmの方眼をかけると．いずれの古墳においても石室床面から側壁腰石上面の高さが 1マスの方

眼に填まっている。このときの各古墳における袖石は、 SOI•S02 で1.5マスとなり. S04で2マ

スとなる。このことは、側壁腰石の構築方法に変化はみられないが、石室の基底部となる袖石上面ま

での空問の広がりを比較すると、 so1-s02からS04が若干広がったことを示す。ここで．宗像市

域における横穴式石室の変遷9こついて、浦谷古墳群の調査報告（註2)を参考にすると石室は慶ねそ

の体積を小なるものから大なるものへと変化させる傾向が受け止められるものとしてよいものと思わ

れる。当遺跡での石室の変遷を考えるとその石室ブラン及び壁体構造の拡大状況などからみて、 SOI

→ S02→ S03→ S04の流れを考えることができる．
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I. 浦谷古墳群C-6号墳

4. 冨地原上瀬ヶ浦遺跡SO!

7. 冨地原梅木遺跡7号墳

IO. 平等寺向原遺跡V-1号墳

2. 浦谷古墳群C-3号墳

5. 冨地原上瀬ヶ浦遺跡S02

8. 冨地原梅木遺躊5号墳
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3. 武丸町添遺跡1区1号墳

6. 冨地原上瀬ヶ浦遺跡改”

9. 冨ll!原上瀬ヶ浦遺跡S04
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3)周辺遺跡との比較について

当遺跡の報告をまとめるにあたって各山項の山地や変遣などについてみてきたが、閲込遺跡との関

遅につじて検討することとする。今1•1、当遺跡検出の各占墳を石室プ， 1/や石室構築材の組み方、法

址なとから使紅 LI·Il 類に分類し、これを更に• , b類に細分し Ia類 (S01)・Ib頬 (S02)

. I a 類 ,S03)•Bb頬 (S04) としてみた．これらは、そのIii上遺物などから 1 類を 6 世紀第 1

四平期、 n類を6世紀第2四半期に築辿されていたものと考える。ここで、当遺踏の西に大きな谷を
挟んで対的している名残遣跡群やそのまた直にある浦谷古墳群、東に大きな谷を挟んで対峙している

武丸町娠遺跡の灯料を参考にすると当遺跡検出の古積は、浦谷古墳群の 1期N類の範疇に入るものと

息われる. Lかし．浦谷古積群 1 期 N舅fll)a• b類で1ふ石室の主軸長が伸びる第 1段階、奥壁幅が

広がる第2段階、玄門幅が広がり基となるふ室の相似形になる第3段階の変遷をたどる法量変化にお

いて急激な法羞変化をみせる。そこで、当遺跡検出の各古墳石室の石室プランと合致する石室プラン

を抽出し．そのぷ室プラン法鍼の変化を比較検討したとこる第12図のようになった．これでみるよう

に当遺跡の Ia類と同じ法量をもつ左列の石室からIlb類と同じ法量をもつ右列の石室へと変化する

ことが窺える．今回、当遺跡では検出することができなかったが、この Ib類から石室幅を広げた法

紘をもつものが浦谷占墳群1期Nb類と詞じものになることであろう．

4)冨地原上瀬ヶ浦遺跡と歴史的背景

これまで．当遺跡について多方面から比較検討してきた。その結果、当遺跡では、丘陵頂部に 1頬

にあたるSOIが造営され、これに続い-CS02が造営される．この両者については、その築造にあ

たっては、石室の形態変化などからあまり開きのないことが餓定される．その時期は、出土遺物など

から6世紀第 1 四半期と考えられる。この後、 n 類にあたる S03• S04が造営される。この両者に

ついては、石室の形態変化でS03が先行するようであるが．その占地において,S04を避けて築造

された観があり、 S04が先行してこの後1こS03が築造されたことも充分考えられる。いずれにして

も両者の築造時期は非常に近いものと想定される。その時期は、出土遣物などから 6世紀第2四半期

と考えられる．これらの現象は、 1頬と 1頚の時間的流れから世代交代時期での造墓が考えられ．

SOI•S021ll! とS03・S04問の関係から台頭する 2つのグルーブが存在したことを思わせるが、

これが兄弟などの血縁的関係か地縁的関係かについては、現段階では、如何ともし難いもので、今後

の課題となろう。また、当遺跡の立地からみて、前方に広がる平野は、名残丘陵と当丘駿に挟まれた

谷水田のみであり、この水田に生計をたてる集落は、名残丘陵tこみる冨地原岩野B遺跡、当丘陵基部

から派生する枝丘陵餌部に所在する冨地原ill原田遺跡などがある。当丘陵の造営時期を6世紀初頭か

ら6世紀中頃とすると、周辺集落では、冨地原Ill原田遺跡の終焉期にあたる。この住居跡群は、低丘

駿部から丘駿緩斜面に居住空間が広がった時期で．生産力も増大したことであろう。古墳築造も可能

となったのではなかろうか．また、冨地原Ill原田遺跡が廃絶した6世紀中頃に当丘陵における古墳造

営が終焉を向かえたことは、まったくの偶然であろうか。現段階では、当丘陵の被葬者が冨地原Ill原

田遺跡において生計をたてていたかは想像の域を脱しえないが、今後における周辺遺跡の調査を進め

るうえでの課題としてまとめとしたい．

註

1. 古野簑久 f古墳時代鉄鏃，，編年ー北九州を中心として一」『九州考古学』鎗臼号 1989 
2. 宗像市教n委員会 f讀谷古墳群JJr宗鐵市文化財輯告書』第5集 1982 
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第3章 冨地原惣原遺跡

1 . は じ め に
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2. 遺 構

1)掘立柱建物跡

(I) SB! 

SB! (第17図）は調在

区の'"東側に1立骰し、
SB2の東側で検出し

た. 3f≫Jx 2間の掘立柱

建物で南側に庇が付くも

のと思われる.± 軸の方
向はN-78―-Eを示し

ている。

桁行は5.91mで、その

柱間は1.90~2.0Bmを滉l

り、平均1.97mである．

梁間は3.45mで、その柱

間はl.60----l.85mを測り

乎均1.73mである。柱穴

の直径は.p 3の68cmを

除いていずれも22~26cm

の間に収まる。深さは、

15~36cmを測

る, PI・P 3 

・P 6・P7'文

柱痕が残ってい

たものである．
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第17図

。
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冨地原惣原遺鰤SB1宴瀾図 (1/80)

-" 
山os・詑 """ 

(2) 

S82 

SB2 

（第18

図）は調査区南

側に位置 L.

SB! の西側で

検出した。 2間

X2間の中柱を

持つ掘立柱建物

で南東端の柱穴

を失う。主軸の

方向はN-15"

-wを示して

いる。桁行は

1, 

34.50m 
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冨神庸囀層遍馨S82冥瀾國 (1/80)
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5.llmで柱間は、 2.42~2.78mを測

り平均2.62mである．梁'"''よ、 3.54

mで柱間はl.67-l.88mを測り平均

1.77mである．柱穴の直径は、 22-

30aの間で収まる．探さは6~20cm 

である. P3•PS•P6·P7 は

柱痕が残っていたものである．

(a) S83 

SB3(第19図）,:1:, 調企区の雨側

に位置し、 SB2の北西側とSB4

の南側の問に検出した. 3問X2問

の掘立柱建物である．桁行中ほどの

柱穴は左右に張出し胴張りである。

また｀梁間は東欄の中柱穴が欠損し

ている．主軸の方向はN-81"-E  
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2m 

を示している．

桁行は5.45mで、柱間は1.45-

1.57mを測り、平均1.51mである。梁間は3.18mで、柱間の平均111.59mである。柱穴の直径は、 P

3 の 12cmを除いて24-30atの間で収まる。探さは13-26cmである.P4·P5·P7•P9 は柱痕が

残っていたものである．

算19璽l冨地原惣原遺跡S83実測図 (1/80)
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I<) SB4 

SB4 (第20図）は、

潟社区(JJ,f,央よりやや

市側に位置し、 SB3

の北、 SB5(JJ南11111こ

挟まれて検出した。 4

llllx 211lJU>掘立柱建物

であな桁行(JJP7と

PSは共に補助柱を穿

ちそれぞれ便宜的にA

・Bに分けた。また，

P6に対応する柱穴は

認められなかった。主

軸の方向ltN-4. -

Wを示している。

桁行は8.65mで西側

(JJ柱間はP7AとP

9、P7Bとp6 (JJ 

2.50m以外は2.05mで

ある。東鋼(JJ柱間はP

3とPS間が2.03m.

PSAとPU問が2.43

m、P8BとPU間は1.93mで，平

均2.!Smである。梁問は4.25mで、

柱rollu,平均l:t.2.13mである。柱穴の

直径は、 26-41Jca(JJ問で収まる。深

さは8-42caである.P 7BとPS

Alま柱痕が残っていた。

0
 
(
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お
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震21図冨地原惣原遺諭S85実測園 (1/80)

(s) S85 

SBS C第21図）は調査区のほぽ中

央に位置し、 SB4の北、 S87の南

に検出した。 3閏XJ間の掘立柱建

物である．主軸の方向はN-78"一

f, - It -

WO, ―詑

I@ 
-Op, 

5 
PO ゚

゜0P2 息P3f (I) 
゜

贔
"一
4
@
p
 

ー
•

゜
6
 
p
0
1
 
2.m 

Eを示している。桁行l:t7.87mで、

柱間は2.39~2.83mを潤り、平均2.62mである。梁間は4.73mを測る。柱穴の直径は、 P8の認口を

除いていずれも31~36caの間で収まる。深さは18~4&遭で東へ行く程浅くなる傾向がある。 P71:t>

レンチによる削平で現状1文浅いが復元すると2知である。

第22図富紬藷囀押漕騎S86実llllll(1/80) 
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SB6 

（箱22図）

は、柱穴群の北端に

位置し、 SB7の北

偉 SK2•3·4の

南側で検LTTした．肖9

平のため3111JxI fill 

の掘立柱雄物である

が｀桁行illllltこ柱穴

がさらに延びる，T能

性がある．主軸の方

向はN-76'-Wを

示している．桁行は

4.00mで、柱間は

!.30~1.38mを潤

り、平均1.33mであ

る。梁間Pl~P5

l•J 

S86 

は1.76m、P4~

P61:ll.82mを潤

る．柱穴の直径は

17~26ca、深さは

6 ~17cmと小さく浅
し‘•

(7) SB7 

S87 (第23図）

ほ、調査区の中央ょ

りやや北鋼9こ位置

し、 S85の北、 SB

6の南に検出した．

SK9およびSll68の

山..... 
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11紬胃痢層遍諭S87実遍図 (l/80)

西半分の上に掛かる4間X3間の掘立柱建物である，桁行西欄の柱穴すべてと東側P5とPHtl~

3本の補助柱穴を持つ。主軸の方向はN-16"-Eを示している．桁行は9.00mで、柱間は2.06~

2.44mを潤り，平均2.25mである．梁闊は5.66mで、柱問は!.65~2.20mを潤り平均1.89mである．

柱穴の直径,:1:22-ss.,.とやや太めである．深さは10~3Bcaと地形の削平によってばらつきがある.p 
10• Pl2は柱痕が残っていた．

遺物（第35図第 6 表）はP9 より肥前系の磁器および瓦の薮片等が出士した。 I• 2• 5は，染付

の腐 4・6・7it、染付の皿、 3は、龍泉窯系蓮弁文冑磁碗,81:t、丸瓦である。
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2)土 坑

(I) SK 1 

SKI (弟24図） 9土頌介区の北西隅に位眈する人型のt
坑であを検Ui血のギ血形は長力形で、断血は逆台形を兒

し床はほぽ平である．＾ヒ釉の）j向はN-69'-Wをぷして

いる..l: 端長軸4.36m、短紬2.24m.・ ト端此輪3.48m、紐

軸1.40m、深さ600,を測を埋土は4層に分かれ、 1屈l;t

やや締まりのある茶褐色土層、 2層は黒褐色上履 3層は

茶褐色土層で3-a及びb暦はいずれも礫が入る。 4層は
黄褐色士屑で地山の壁の土が剣がれ落ちたものである。遺

物は土暉器片だけである．

(2) 

(3) 

SK2 

SK2 (第25図）は、調仕区の北鯛に位置し.SK3, 

SK4から東西に挟まれたところで検出された．遺ffl内は、

5~40cm程の礫を多量に埋め＂北側壁がややオーバーハ

ングする．主軸の月向はN-88'-Eを示している。検出

面の平面形は不定方形で｀長軸1.30m,短軸J.16mをil11

る。 10cm下部より長力形を昼する平面形を新たに検出し

た。上端長軸1.17m,短袖0.94m.下端長軸0.87m、短紬

0.80mで中央の最も探い部分で550,をil11る。埋士は］層

で黒褐色のかなり湿り気の強いシルト層であ

る．

遺物（第36図第6表）］は、肥前系磁器碗

で悔樹文を施文する。］］は、半分に割れ、刻

みの摩耗が著しい石臼で、礫にまじって出土

した。 10は、陶管の破片と思われる。

SK3 

（第26図）は、調査区の北1111に位霞

し、 SK2の東側に隣接したところで検出L

た。主軸の方向はN-LS-Eを示している。

検出面の平面形は長楕円形で東側に浅じ溝が

走る。規模は、上端長軸2.85m,短軸1.30

m. 下端長軸2.55m、短軸0.38m、深さは東

側で27a,、西側で37cmを潤る。埋士Ii:2層に

分かれ、大部分は第1層の茶褐色細砂粒賀土

で．第2層は床面5cm程のところで灰褐色粘

土層となる。西側に60CII程の巨礫が2つあ

SK3 
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第24図 冨檜II'蜻障遍諭SKI実漏図 0/80)
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り、雌I:疇中にも杓 F•>蝶が認められた．

遺物（第36図第6J,.)は、陶諾や磁岱等が出七した. 2• 4• 7は、肥前系の染付の碗である．

は、 I紺It系の碗. 311、鉢である,1011、SKZと陶管と同一糾体である．
8
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纂お国 富紬冑神膚潰塘SK3実瀾I'll(1/40) 

(<) SK4 

SK4 (第27図）は、調企区北側に位置し、 SK2の西鰭より隣接して検出Ltc。遺構内のやや北西傭

にSK2と同様の不揃いの巨礫を多量に検出した．検出面の平面形は不定隅丸力形を呈し、主軸の方

向はN-72"-Eを示している。規模

は。上端長軸1.80m、短軸1.73mを測

り、床面は南側から左回りで深くな

り｀中心よりやや北側が最も深く48cm

である．

遺物（第36図第 6表）

ほ、肥前系の1!!器や唐津系の陶器、士

師器の1111などである。 IOは,SK2の陶

管と同一嗣体である．

5·6• 9 

(5) SK5 

SK5 (第28図）は、調査区北西側よ

り単独で検出した．検出面の平面形は

楕円形を呈し、主軸の方向はN-76"

-wを示している。長径l.OOm、短径

0.80m、深さ10~15cmを測る。埋土は

茶褐色細砂粒質土である。遺構内から

旦
司
叫

34.50m 
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謂29図 冨地原惣原遣躊SKS実瀾国
(1/80) 
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冨逓原惣願遺鱒

SK7実瀾図 (1/80)

氏 I0~25cm程の礫を10数個不規則に置かれた状態で検出Uc.

(6) SK6 

SK6 (第29図）は、潟査区西1111より単独で検出した士坑である。検出面の平面形は隅丸長方形であ

る．埋土は灰黒褐色細砂粒質土で礫も含まれる．上端1ま雨1111を除き縁が斜めに削られ、床面は北1111で

10cm程深くなり二段に段蕗ちする．主軸の方向はN-2・-wを示している。上端長軸2.32m,短軸

1.57mで、上段床面縦軸1.06m、横軸I.Olm、探さ16-3!c,,、下段床面縦軸0.38m、横紬0.78m、最

深部42cmを測る。

遺物（第37図第6表）は、磁器や陶器、瓦質土器．須恵質土器などあらゆる雑器が出土している．

I• 2は、磁器碗である。 5は、唐津系の碗の底部. 3• 16は、いずれも上野・高取系の皿. 41む

高取系の徳利の頚部である。 7氏瓦質土器で蓋と考えられる. 6は、土師器の小皿で底部糸切り痕

である．

Ii 

(7) SK7 

娑．
8
0
3

三ニニ
34.80m 

t
 

'r 
第31111 冨鎗原惣康遺諭SKSO寓瀾図 (1/80)

SK7 (第30図）は、調査区の最も北端より単独で検出

した。検出面の平面形1文方形で.北隅が約4虹程の一辺

が削られる。主軸の方向はN-42"-Eを示してしる．

上端長軸1.36m、短軸1.19mで｀下端長軸1.06m、短輪

0.89mを測る。床面は北東饉の辺でやや深くなるほかは

ほぽ深さ42c,程である。埋土1え黒褐色細砂粒土で礫も多

数含まれていた．

遺物（第37図第 6表） 10• II・14・!Sit., 磁器碗や土

師器のJIii、瓦質土器の鉢などを出士した．

-28-
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(8) SKSO 

SKSO (第31図）は、調企区のほぽ中央に

位骰する上坑である。検出1面の平1紺形Ii,

ィ淀隅丸．．角形を給す。礫はかなり含ま

れ、小規則に投げ込まれた状態で検/Ill

た。長辺2.45m、短辺2.27mを測り、床面

は逍構束傭より中段をもち、山側がやや深

くなる．巾段の探さは36cm、最珠祁で60ca

を測る．

鉄器（第39図）は、庖丁と推潤し、全長

28.9ct1. 身幅2.7cmを測り、茎の長さ2.8

ロ、幅0.8ca、厚さ0.35c,nを晨1る。刃は直線

的で切先3cn程の所から反る。背は切先よ

りSea程から大きくカープする。

土器（第38図第6表） 6• 7は、龍泉窯

系の青磁碗. 4• 5は、白磁. 8・10は．

摺鉢. 9は、脚付釜である。

(9) SK52 

I SK52 (第32

図）は．調査区

の中央よりやや

I 南に位置し、

SB4の東側に
i 

検出した。検出

面の乎面形l:t楕

円形を呈し、上

端長軸1.39m、

短軸1.24m、下

端長軸0.83m,

短軸0.72m、探

さ630,を測る．

礫9文遺構の下

層、遺構検出面

より45cm下から

塊って検出し

た。

11 (第38図第

6表）は瓦質鍋

の口縁部である。

'4.30m 

E
$
．E
 

Im 

第32llil 富地原惣原遺躊SK52実漏図 (1/40)
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舅田國富地原惣原遣鯵ST8実瀾國 (1/20)
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暉 ST8

STS (第33図）は、調企区北~(1111の級斜面より検ill した。検Ill曲の平曲形はほぽ19形である。塊甕

は遺構を少しJ.:.きめに紺り、甕を.Iヒ東寄りにつめて裡駐している。遣構の径は0.95mを濶る。断面は

碗形で、探さ50caを測る．遺構の北北東側には礫が散在している．

遺物（第38図第6表） 1の埋甍9文、い径鉛.2ca・底径14.1cm・器縣54.8cmである．外lfrilな体部と

"紘の視に2条のl!'I線を巡らし、底藩際では、指IE痕がみられる．内面の.I::半部は、 1噌心円の,,,き、

ト半部には憤)ii句のヘラナデを島す．胎上は5ma程の石灸質の礫を多く含む。色調l:t肌色である。 2

• 3は1:師器の111である．

｀ 
一旦ー B'竺壁皿竺---=旦

C
-

旦

F
 
-

2

 

F

ほ`しぼ
2

屈

llu
 

乱．
O• 

'"' 
第341111

ー ~m--

C'34.60m 

0'34.60m 
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ID 

SK9 

SK9• SD68 

（第34図）のギ1旬形は4淀 I'!形で、横輻2.0m、縦長1.4m、探さお口を測る。

くの錬か検Illされた。礫の大きさは、 5~30cmと1淵いで、検lll1<1の位股も一様ではなかった．

上坑の9卜には多

当遺

構はSD68のほ和1決より倹Illされ、これとOO述する遺構と駐われる。

S0681:1:、遺跡の中火綿をはほ束,lli)直 9こ約12mに渡って検出された。硲l:l:SK9を境に凸半分と東

'I'分とでは様札1が異なり、{;クljも,;,111の墾と北側の壁では若f・の違いが見られる。

凸半分は、南饉性だけに 1 ク~I 段のぷを並ぺて既＜．即）輻は約0.5m程で、西へ 2m程向うと溝は

梢誡する。洞1:1:,11側のみの段となりムを館かなくなる。段は1糾側に向きを変えさらに延びる。

束半分は、 SK9を境に内壁でぷを置く.l!!i闘からの講とSK9からの溝が合流し｀饂は約I.Smと広

くなる。 SK9 からの構1:1:、幅8如•を測り l!!illllからの爵よりやや探めである。

南側壁は、 10~20cm程の探さで、東へ向うほど深くなる。そのため石も凸鵠で 1段tcったものが、
東側でIt!段から2段積む．石外は延びず、約3mの長さで2か所に置かれ掘り方も石ク1に応じて

掘られている．

北側壁1:1:、深さ20cm程で、輻3如碍さ1如以：のムを基礎に置き、上に拳大の礫を 1段から 2段積

む。嶽り方は、伝列より余裕を持って掘られている．

遺物（第40・41図第6表） 1:1:, 肥前系の染付碗やDllをはじめ、徳利、鉢、仏飯具｀瓦などを出土し

た．両者の遺構から出土した磁器においては接合関係にある。詳細は表を参照。

3. 出 士 遺 物

土器は、 SB7・P9:8点.SK2: I点、 SK3: 5点、 SK4: 3点、 SK6: 12点、 SK7 : 4 

点、 SKB:3点、 SK50:7点、 SK52: I 点 SK9•SD68:23点それぞれ出士Lた。

近世の遺物としては、肥前系染付の碗が17点出土している。器形は胴下部をやや丸く仕上げたもの

及び箇形碗で、広東形碗や端反形碗はここでは出士Lてし、なかった。絵柄においては．梅樹文・桐9

菓文・網目文・綸宝繋文などが見られる。肥前系染付のJillは9点出士し、見込や高台に五弁花文コン

ニャク印判や「禍福J銘．磨草文などを施

している。肥前系青磁婉は2点出士した．

また.J:: 野・高取系陶器や唐律系陶器と思

われるもの9点、土師器の皿は5点、その

他雑器類を多数出上した。

中世の遺物は、龍泉窯系青磁碗3点．白

磁2点｀偏前系摺鉢、瓦質土器など含ま

れ、そのほとんどが、 SK50・52からの出土

である。

その他SK2より石日が 1点.SKSOより

庖丁と推潤されるものが1点出土した。

以下｀図表に掲載する．

Q 

，
 

第35図
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冨麹顕惣原遍躊587・P9出士遍物実驀園 (1/3)
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4. 冨地原地区の史料

M地臥地区1士、 IP)治22年まで筑前1北宋縁郡鹸採村と内かれ史料に程場する．以ド代表的なば地原地

区に関わる仏水をしくつかあげる．

“地原地"'・地名起OO説品に［占費ニア 0人慶ー；年ビ亥。 1E:1立巾納、I藤原千磁丸トム人．始て霜国

ニぃ..さ像宮4祭ヲ掌リ。此村呑LI社ヲモ創追セラレシト云（略）」 m11、「（略） T歳丸の姓を以

てtfの名とせりといふ（略）J (註2).火慶＿こ年は939年である。

赤木峠をドサ 「占駐赤木に在 白木立椿の墓也といひ伝へて村民玄蕃

塚といふ立蓄は＇ぷ像の家臣にて大文のころ此村に H住す玄蕃(J)・fを左近といふ 父子共に虚説の

鰈に遭て此俎にて討たれしとかや（略）'(註2)。天文は1532から1555年である。

また近世になると「太郎坊社、神屋1こ在（中略）ー株1之幹より二に分かれて巽の方に開きたり 寛

政十...:年(J)・f-一月村民等拝殿を修造しけるが此松さわって柱建がたし 根株を伐除くへしと相議し明

朝を約して帰りける 翌朝（中略）幹一夜の間1こ乾の方に起直り此度造らんとする拝殿のJf端より二

尺許自ら避退たり（略）J (註 2) や「占賀に在（中略）寛政•トニ炭中年氏社拝敗を経営すとて里民地

を掘て石11!1を得たり 中の骸骨存せりまた111の四ガより壺を出せり其ーには甲肖鏡径二寸計銘文なし

を納む（略）」（註2)という話しは、いずれも寛政十二年0800)藤原村において社殿の大きな解体修

理事業が行われて9、たことが伺われる．

藤原村においての石品l:tf天正年問の指出前之帳」 767石、「慶長国絵図」 1077石余り、旧正保郷帳」

1207石余り、「元縁国絵図」 1207.G余り、［天保郷帳 1259石余り』（註3)で、田圃の広がりが判る。

明治 5 年に編纂された地理全誌（註 I) によると~ 藤原村の土質「五分真士．五分赤士小石交。六

分乾地。三分湿地e 一分沼地」、田園の石高は［千賦百五拾戴石武斗四升三合七勺」と記す。これは1日

高IE!領帳と同数であるが喩天保郷帳より七石程少ないことが判る。内「字惣原は水面六反歩、水掛田

拾町歩j と記す。

明治四年の大日本帝国陸軍潤櫨部の作成した5ガ分の 1の地形図（第14図I)をみると、本遺跡の

周辺は出圃で現在にいたるまで変わっていない。

5. まとめ

編立柱建物諭柱穴群1な調査区中央で南北に検出され.S83から東に折れて「L」字状に広が

る。その内掘立柱建物が1棟建つことがわかった．いずれも桁行は2問 (5.llm)から 4間 (9.00

m)、梁問は 1問 (3.!Bm)から 3間 (5.66ml内に収まる小規模な建物である。

配置l:t,SB! から S85によって広場を囲むように築かれている。そのうちSB!とS85の主軸は

同方向で、 SB!とSB2、SB3とS84の主軸はほぽ直行して建てられている.SB6とS87はそれよ

り北に建てられ、やはり主輪が匝行している。よって SB!/:S82、SB3とSB4、SB6/:S87 

は．当初から七ットで建てられた•I能性はあるが、建物閻の切り合いは確認できず．柱穴からの出士

遺物も SB7・P9以外は認められないため．先後関係については明らかではない。

土坑 J:坑群は、調査区北側と西端1こ穿たれているが．この範囲に柱穴はほとんど確認できな

かった。 SK2•3•4 は．いずれも礫が多量に含まれ、陶管の同一個体が各±坑から出土しており、

同時期の遺構と思われる。 SK6・7は、単独で檎出され平面形もやや方形で奮埋土には少籠の礫が含

まれていた.SK51:t、浅い掘り込みにlOilll程度の石が不規則に置かれた状態で検出された。
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以上のように近世のJ:坑にはしばしば礫を含むものが比られる。 •f-血形は一様でなく、 Jil}j形や4ミ

定l'J形なと様々である．探さや底面も、中坦なものから 2段 3段と段をjjするものがある。磯におい

ては、規則正しく骰し、たものではなく投げ込んだようなありかたをして9・る．

当初の杓えとして、話地屎地区の地山は礫を多く含むため、 Ill圃を整地するときに礫を集め、大を

掘って投げいれたものと思われたが、柱火群を故意に外してしること、'"独で検出した中にも SK2

・3・4のように隣接して穿たれていること、時期が柱穴群とほぽM的期であることなどかな建物

群との何らかの兼ね合いをもつ遺構であるufjE性が強いと思われる．

SK501なが註碗や白磁小皿、備前系N類の摺鉢（註20)などが出土し、 SK52の出上逍物ll:..瓦買の

鍋の口紘部などいずれも中世の遺物が出上している.SK521え柱穴に切られているため建物群より古

いのl:t確実である．

石列焉状遺構・・・SK9・S0681:t, 肥餌系の染付である碗や皿などを多くIll七した。 1行謂くらわんか

茶碗で、桐の葉や五弁花文などのコンニャク印判など、いずれも18世紀後半に多く見られる遺物であ

る（註14)• .fi列溝状遺構の性格についてl:t今のところ不明である。

最後に、弥生・古墳時代の遺構遺物は、まったく検出されなかった．中世米に土坑が単独で穿tこれ

た以外l:t何もなく、近世も後半になり掘立柱建物及び礫の含まれる土坑が築かれる。 18世紀未石列溝

状遺構t;t遺物破棄の状態から機能を失い、それ以降は田1!11として現在にいたると考えられる。

隣接する惣原池がいつ営まれたか不明であるが．明治33年の地図によると、「此村より鞍手郡へゆ

く山道あり、赤木峠といふ」（註2)と記された主要道路（第14図2)は、惣原池の疸を通っており．

池の東饉は［森！の集落と田1i11が営まれている。本退跡も江戸後期、その集落の一部に相当したので

はないかと思われる。
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第4章冨地原岩野B遺跡

1. Iまじめに

冨地尿岩野

B遺跡（第1

図3)は、幅岡

県宗像市大字

冨地原（字岩

野） 1476番地

周辺に所在し

ており、宗像

市と鞍手郡宮 1L1oom 

田町との郡境

にそびえる標 キ

高296.9mの`
靡山から北へ

派生する舌状

丘陵東緩斜面

にあたる標高

踏査では、遺

構確認はでき

なかったが、

当丘陵の尾根

部や西斜面、

枝丘陵には、

冨地原小峯遺

跡や冨地原梅

木遺跡をはじ

ミヽ ＾

舅42図冨地康島野B遍鯵事■It繭図 (1/2,000)
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めとする名残遺跡群の

各遺跡が分~· してお

り、当丘阪における遣

構の存{Elt、先分に考

えることができた．

よって、“地原地区県

営ほ場整備事菜に伴

い、切り盛り醜整がつ

かずに削乎されること

となった当丘陵につい

て試掘調査を行い遣構

の確認された2,000nl

について調査区域を設

定。緊急発掘調査を実

施し、つぎの各遺構を

検出した。

●1衰冨地原岩野B遭諭
遺蠣対霰襄

遺 構 基徽

r, 形住居跡 5棟
方形住居跡 6棟

掘立柱建物跡 6棟
古・ 墳 1基

± 凛 墓 2基
± 坑 1基

X+81150 

X+87740 

X+87760 

X+87750 

x+sn40 

x+smo 
ふア 1ヽ『

この結果、当遺跡が

集落及び墳墓地の複合

屹好叩遺跡であることが判明 ＼ 占II x+m20 
し、釣}IIの形成する宗

X +87720 

像平野南束部域におけ

る冨地原・名残•吉武

地区での資料が 1つ増 x+BTT10 r 1 {,' ＼ II X+87710 

えたこととなる。

発掘調佐期間は，乎

成4年4月3日に調査 x+mao/ ! . / 
,~ 

I X+877Dll 
機材を運ぶところから

はじまり、 6月1日遺

構実測を完了して外で

X-+  87 690 -I 知用I 」, ゜
の発掘調査日程を終了

。

!I zl 
艮!I X+8769D 

zl した。

纂43111富蟻原恙lfB遍縫遍●配置図 (1/500)
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゜
~v -, 

゜ ""' 

゜
算45llil 冨地Iii嶋11B遣鱚
SB I出土遺物実瀾図 (J/3)

を
落 跡

Iロ
2. 集

◎ 

゜
当遺跡では、調査区域

◎ 内において 2つの密集を

， 4m みる。各遺構の遺存状況

は、極めて悪い状態で、

・A A'~ 些1 周壁溝と柱穴が辛うじて

検出できるぐらいであっ

た。このうち、 SB6。13

に関しては、その規模を

B ··~ 復元することができな

かった。まに SB9は、

1間XI問の掘立柱建物

にみえるが焼土坑の付設

纂図冨地厩培野B遍綸SBI実瀾図 (1/80) から方形住居跡と考え

る。

蠣8表富鍾原羞欝B遍諭遣鑽計測睾

遺構番号 形態 規 摸 主柱 備 考

SB! 円形 8.0X8.5m 4本 楕Pl形土坑有

SB2 撼立 2.7X4.0m 4本 1問 Xl問

S83 撼立 3.9X2.7m 4本 1閏 X1問

8B4 掘立 4.7X3.lm 6本 1問X2問

8B5 方形 3. 7X4.2m 2本 東壁揖水構有

8B9 方形 3.1X2.4m 4本 焼土坑付設

SBID 握立 3.3X2.4m 4本 1間Xl問

SBll 編立 3.2X2_.3m 4本 1間X1問

遺構番号 形態 規 模 主柱 鑑 考

SB12 掘立 4.IX2.6m 4本 ［岡 Xl間

SBI4 円形 4.3X4. lm 6本 楕円形土坑有

SBI5 方形 6.IX5.3m 4本 局雲東半分欠

SB16 円形 8.2X8.0m 4本 2棟重裏

SB17 方形 6.5X7.2m 2本 ペッド状遺構

SBl8 円形 6.8X6.3m 6本 楕円形士坑有

SB19 方形 3,3X3.0m 2本

-42-
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(I) SB! (第44図）

調在区域北群のほぽ中央（第43llll)に位置している．

遺構は、著しい削乎をうけており、周壁溝は4cm程の裸

さを潤る遺存状況である．住居中央に焼床面がみられ、

そのすぐ西に隅丸長方形の士坑を付設している。この

土坑は、現床面からほぽ垂直に掘り窪められており．

50Cll程の深さがある．土坑内の埋土は灰白色を品してお

り、 5a程の炭化粒が多く含まれている。主柱穴は4つ

で焼床面を中心として対角線上に配される．この柱穴より外には、幅20cm程の壽が検出されている

が、全周するものではない。たに削乎9文うけているが、焼床面がみられることから床面の削平は避

けられた可能性が強く、この溝外にも遺構を取り巻くIIの柱穴が検出されているなど、従来の周壁講

とは別の屋内溝とみる可能性を捨てがたい．

出土遺物（第45図）出甕の底部と脚付鉢の体部下半を検出している。 1は、底径5.BCIIを測る甕底

部である。内外面共に風化が著しく調整がみにくいが、外面は縦方向~>IITJ毛目調整を施し、内面は、

底部粘土板に胴部下端の粘土ひもを接着させるためか縦方向の指ナデ調整が行われている。底部の厚

さは、薄く仕上げられている. 2は、脚付鉢である。底郎ほ、 l.4csの厚さがあり、かなり厚めにつく

られていな脚裾径6.位を渕る。

o・
 Zm 

第46111 富諭原岩野B遺騎S814霙遍図 (1/印）

1)円形住居跡

SB!• 6・14・16・18がこれにあたる。これらの遺

構は、その形態から2頚に分類することができる。 1顆

は、住居跡内中央1こ梢円形または隅丸長力形の上坑を付

設するもので、 SBI·14• 18がこれにあてはまる.n頬
は、楕円形土坑を付設しないもので、 SBl6がこれにあて

はまる。

(Z) SBl4 (第お図）

調査区域北群の南西部（第43図）に位置している。この遺構からは、住居跡中央に隅丸長方形の士

坑が検出されている．士坑内の埋士は灰白色を呈しており、 Sm程の炭化粒が多く含まれている．住

居床面の面積は狭く小型の住居で、住居跡中央の土坑を中心として6つの主柱穴が6角形に配されて

いる。当遺構からの出士遺物は検出されていない。

(3) SB!S (第47図）

調査区域北群の北東部隅（第43図）に位置している．当遺構からは、柱穴と住居中央に焼床iiliを検

出している。柱穴の状況などを考えると 2棟以上の重複がみられるようである。焼床面は住居跡中央

に I•所の検出であり、重複する住居跡は建てかえのものと考えられる．住居規模は、大型のもの

で， 8m程の正円に近いものである。当初建築の住居跡主柱穴は、焼床面を中心に4つの配置で、各

主柱闊に2本の柱を立てる構造をとる。これらの柱より内蠅には、全周の1/41旦を巡る弧状の柱穴群

がある。この当初住居跡を切る住居跡では、焼床面を中心に6つの主柱穴が配されている。このうち
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（●） SB!8 (第船図）

関査区域南群のほぽ中

央（第43図）に位置して

いる。当遣構では、住居

跡外縁を全周する清とそ

の内側に半屑する壽とが巡っている。住居跡中央には楕円形の土坑があり、内鋼溝につながる小壽が

でてじる。また、土坑内の埋土は灰白色を呈しており. 5一程の炭化粒が多く含まれている。この土

坑の長紬方向には浅し•2 つの小穴がある．この延長線J:とこれに直交するように主柱穴が配されてい

る。住居跡床面には、土坑を挟んで南北1こそれぞれ焼床面がみられる．

o. 

焼u;,n;を斜めに横切る線
I: に位既する 2柱は、 lt

紺の軸線を決めるもの

で、これを除けば当初It

店跡とこれをり）る｛し店跡

は、ほぽl"lじ建築を行っ

ているようにみえる．

出土遣物（第49図）

は、甕の口縁部と壺の小

級片である• Iは、口径

24.4cmを測る甕である。

風化が著しく、その調整

を明確1こはできないが、

その器形9え、体部からほ

ぽ直角に折り曲げて『＜

字』状を呈する口絵部を

つくりt.:す。その端部
は、粘土ひもを貼り付け

て所謂跳ね1:げ口縁をつ

くりだしている。このロ

A並迫巴縁は、体邸最大径よりや

ーや小さいものである。 2

は、復元底径7.4c, を洞

る壺の底部,Jヽ 破片であ

る。底部は平底で薄く仕

上げられている．器壁外

面に1文、縦方向の刷毛目

調整が右から左方向へ施

されている。内面は、丁

寧なナデ調蟄である．

6m 

璽"園 冨逓原迄野B遭疇SBllij覧凜図 (1180)
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寛48園 冨絢原塩野B遍縫S818実遍図 (I、'80)

勺／， 丁
',, i ,f 

、==0:。
蠣49図

1虹

冨地原着野B遭腑SB!6出土遍物実瀾図 (1/3)

<:: 

一！ 

纂這

二
ヽ：
＼，  

,I' 

-『

。 "・'" 
富遍原当野B遍諭S818出土遍物冥遍國 (1/3)

出士遺物（第50図）は、甕の口縁部と底部の小蔽片である。 1氏口径18.bを灘る甕である。風

化が著しく｀その調整を明確にはできないが、器壁外面に赤色顔料〇塗布がみられる。口縁部は11l先

状口縁を呈し、端綿が下がるものである。口縁部直下には低い台形状の突帯が1条巡る。 21t、底径

6.2cmを調る甕底部破片である．
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一声 言』――
lll5ilil 冨蜻廉轡野B遣疇$82・3・11・12実瀾園 Cl/811)

2)掘立柱建物

SB 2• 3• 4·9• ID• ll--12がこれにあたる。これらの遺構11.,削平によりその上部構造を明踵

にすることができなかったが、柱穴などの遺構下郎を検出することができ、この形態から2類に大別

することができる。 1類は、柱間を 1間と 1間にとるものである．この顛は，その短辺に士坑を付設

したものとそうでないものに細分することができ，前者を●類とし後者をb類とすることができる．

また．その長ili.の長さにおいても長短の 2種をみることができる• I類は、柱闊を 1間と2間にとる

ものである．
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OJ SB2 (第51図）

調北区城北群のほぽ中央（第43図）でSB!のすぐ内隣に位置している。遺講l:t、及軸を南北方向に

とるもので、柱穴4つから構成されており、柱JIilを1間と 1間にとるものである．柱間は、短辺で

2.4m、長辺で3.7m程を潤り、 I b類に属するものである．

出土遺物（第53図）は、底径3.6anを測る甕の底部小破片である。底綿11平底に仕上げられており、

小さめの底部にtJ:上げられている。端部は、やや丸味を帯びている。器壁外面には、縦)J向の刷毛目
閲整が右から左力向へ施されている。内iliil:t,丁寧なナデ調整である。

ほISB3 (第51図）

調査区域北群の北西（第43図）でSB4と重複している。この先後関係については、削平のためその

上部構造を失っており、また、下部構造での柱穴間の切り合いは認められず明確にすることはできな

かった。遺構は、長軸を南北方向にとるもので、柱穴4つから構成されており、柱間を 1間と 1間に

とるものである。柱問は、短辺で2.lm、長辺で3.55m程を測り, l b類に属するものである。当遺構

からの出士遣物は検出されていない．

(3) S811 (第51図）

項査区域北群の酉（第43図）でS82の南西部に位置していな遺構は、長軸を南北方向にとるもの

で、柱穴4つから構成されており．柱間を 1間と 1間にとるものである．柱間1:1.、短辺で2m、長辺

で2.6m程を潤り、 I b類に属するものである．当遺構からの出土遺物は検出されていない．

(<) SBl2 (第51図）

調査区域北群の中央よりやや南より（第43図）でSB!の南部に位置している。遺構は、長軸を東西

方向にとるもので、柱穴4つから構成されており、柱問を 1問と 1問にとるものである。柱間は｀短

辺で2.3m、長辺で3.6m程を瀾り、 I b類に属するものである。当遺構からの出±遺物は検出されて

いな9ヽ．

(s) SB9 (第52図）

調査区域北群の南西部（第43図）に位置している。遺構は長軸を南北方向にとるもので、柱穴4

つから構成されており、柱問を 1問と llllllことるものである。柱閻は、短辺で2.lm.長辺で2.7m程

を瀾り、 I a類に属するものである。土坑は、隅丸方形を呈Lており、遺構北側短辺に付設されてい

る。壁面は、焼壁と化していた．この埋土は、漆黒色を呈し．焼土塊を多く含んだものである。床面

に,:1:.主軸線上北壁に横倒しの状態で器台が検出され、その前面に口縁部を西に向けて半砕状態で甕
が検出されている。このような状況からこの土坑9ふ炉跡の可能性を想定させるものであり、当掘立

柱建物が、住居跡であるiiJ能性を考えさせられるものである。

出土遺物（第55図）は、鉢と甕、器台がある。他に細片となったものが検出されているが．器形な

どが判明しないため図示しなかった. II文、口径23.5CII,器高15.5<凛を渭る鉢である。全体のバラン

スからみて底部が小さくみえる鉢で、口縁部は緩やかに『＜字』状に引き上げられる。口縁端部は

摘み上げられており、軽い跳ね上げ口縁となる。体部外面に右から左方向の績刷毛目調整がみられる

が、これを施Lた後．丁寧に撫で消している。 2は、口径l汝凜、器高5.7CIIを瀾る小形の鉢である。ロ

縁部は、緩やかに『＜字』状に引き上げられ端部は丸くおさめている。底蔀は平底で、内面には右回
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第52図 冨地原遍野B遣諭S89・10・4実潤図 (1/80)及びSB9燒土坑遺物出土状況 (1/20)

、1 /
'
 

o. '"" 
第.,図 冨地原岩11B遭諭S82

出土遺物実瀾國 (l/3)

デ
。 '"" 
第54図

r", 
富地廉選野B遍11S810出L遭物真遍図 (1/3)
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-- -----
りに縦刷Gil潤整が残る。 31ま．復JG'1径

l8.2c,, を測る甕の II紘部である• II紘部9文、

—祓線が人る Iく字』状に引き l,げられ端部

は丸くおさめてしる。 4'ま、ヤ底の聾であ

る．瓜径7.4caを閲る．低部>I•火には径 3"'

程の穿礼がみられ頷としてのJU途がおえられ

る。 5は、脚部径9.2cm.受部径9cmを測る器

台である。受部内tfliは、横ガ向の崩毛U調整

によって榛え、脚1:1111、縦加句の板状上具に

よるナデ調整をム回りに籍している。

<•) SBIO (第52図）
調査区域北群の南函部（第43図）でSBl11J

哨部.S89の東に位蹴している。遺構l:t、長

軸を東J'!t}j向にとるもので、柱穴4つから構

成されており、柱lb1を1間と 1間にとるもの

である．柱間は、短辺で2.lm、長辺で3m程

を測り、 I●類に属するものである．土坑

は、長ガ形を呈l..ており｀遺構肖側短辺に付

設されている，この埋上11.灰白色を呈して

Sm程の炭化粒を含んだものである．

このような状況からこの土坑l:t、屋内土坑の

，T能性を想定させるものであり、当掘立柱建

物が｀住居跡である可能性を考えさせるもの

である．

出士遺物（第54図）は、復元口径22.恥置を

測る甕の口蘇部小毅片である。器形l:t、体都

からほぽ直角に折り曲げて『＜字』状を呈す

る口縁部をつくりだす。その端部l:t,指おさ

えによって口縁端部を摘み上げて所識跳ね上

げ"縁をつくり出している。器壁外面には．

体綿と口縁郎の境から縦方向の刷毛目勇整が

右から左方向へ施されている。内面l:t指おさ

えによって跳ね上げ口縁端部をつくりtとすた

め横方向のナデ諷整を施す．

おり`

(7) S84 (第52図）

調査「ズ碕it群の北西部（第心図）でS83と

重複している。遺構9文蓄長軸を南北方向にと

るもので｀柱穴6つから構成されており、柱

ul‘ 

~2 

三，

:
 

［
 

•^ 

I 

聾

5
 

。
I晒

冨逓朧轡野B遣諭589出土遍物冥瀾國 (1/3)
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JillをIiiりと 2IUIにとるものである。柱閥9文、短辺でZ.7m、長辺では・南北頃端の柱lll1が4.4m程を潤

り、各Hfllllt、各々の中心から111lって北柱からZ.Zmと2.2mで南柱に至ふ当遺構11、先の分頬では

n類に属するものである。当遺構からの出土遺物は検出されていない。

3)方形住居跡

る。

は，

たる．

S85·13·!5·17•19がこれにあたる．これらの遺構It、その形態から 3 類に大別することができ

I類は、 1辺が4m程の住届跡で、上柱穴が2つのものである。 S85・19がこれにあたる．＂員

1辺が7m程の仕屈跡で、ペッド状の遺構をもち、上柱穴が2つのものである,S817がこれにあ

＂類は、 1辺が6m程の住届躊で｀主柱穴が4つのものである,SBl5がこれにあたる。

(I) S85 (第56図）

調査区域北群の南東部（第43図）でSB6・S08と重複している。遺構の切り合いは、当遺構がS86

の北側講を切っており、 S08の地山壼形によってAl平されている．一部南西周壁溝ft.、S08周講9こ

よって切られてしる。当遺構9え、長軸を東西方向9ことるもので．周壁溝を巡らせている．この屈壁溝

南東隅からは、排水溝が掘られている。住居跡中心には、焼床面があり、これを挟んで長軸方向に主

柱穴2つが配されている．短辺3.6m、長辺4.4m程を測り、 1顛に属するものである．

0

亀
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企

3
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.
4
0
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0
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 ●m 

第56111 冨遍辰岩野B遍諭SB5・19冥漏図 (1/80)
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出土遺物（第57~59図）は、鉄麒璽壺と甕．器台がある。他に細片となったものが検出されてい

るが、器形などが判明Lないため図示しなかった。

第57図は、鉄襲墨である.SBSの北欄溝内からの出土品である。現存長凶一、刃部幅9一を瀾る。

この遺物は、鍛造品であり、鉄身部から刃部に向けて緩やかに細くなるところから突き璽としての用

途が考えられる．
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第58図の 1~3は、壺である．

11文。複合II紘壺の,_,頚部で、朝

顔形に開く頸部に稜線のある袋状

n紘がとりつく。復元n径24.2aa

を潟る。 2は、広い壺であろう。

u頸部―ドに l条の断血台形状の突

鞘を巡らす。い紘端綿は指ナデ調

整により面を立てている．胎上

は、黄灰桃色を差している。復元

ロ径25.4cmを剃る. 3は、壺の底 I 
部であろう。底部径8cmを濶る．

底1之乎底で端部を丸くおさめてい

る．胎士は黄灰桃色を呈してい

る。砂粒の混入状況や色調など第

58図の 2と共通するものがあり、

同一個体の可能性がある. 4• 5 

は、器台である。 41エ受部の蔽片

であり、 5は巌部から受部にかけ

ての破片である. 4・5共に黄灰

褐色を呈L、砂粒の混入状況や色

譴など共通するものがあり．同一

個体の可能性がある。 4の内面は．

ナデ調整. 5は脚柱部内面で右回

りの板状工具による横方向ナデ調

整を施し脚部では右回りの縦方向

ナデ調整を施している。 61文、高

杯脚柱部である。縦刷毛目調整を

右回転に施している。柱部径ほ

5.4cmと太めである. 7氏脚台

付鉢の脚部であろう。低い脚部で

鉢底から外方向へ直線的に広が

る。脚裾径II.Sa,を測る。

第59図!~8は甕である。これ

らは、その口縁部の形態で凰類に

分かれる• I類は、緩やかに『＜

字』状に引き上げられ、端部は軽

い跳ね上げ口縁となる．体部外面

に右回りの縦刷毛目調整がみられ

るもので、 I• 2がこれにあた

る• D類は、一陵線が入る『＜
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＼
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字』状に引き上げら

れ端部は丸くおさめ

るい紘となる．体祁

外面には右回りの縦

刷'&M戯整がみら

れ｀内,mにはf.J紘祁
と体部の境に一稜線

ができる要囚となる

縦から斜め方向の刷

毛且調整が施されて

しヽる。 3 • 4 • 6が

これにあたる. 5 

は、この頬の体部と

ロ縁部の接に 1条の

30・gm 

一

゜゚
゜
c。 O
@~ 

応◎c 
゜◎ 

Ill叩図

゜

゜
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o
o◎
 

ef.} 

／ 
Iベ-<"

ペ

ペベベ ／‘ 
..-<べ／

4m 

゜
三角突帯を巡らせた

ものである。皿頬

は｀体邸からほぽ直

角に折り曲げて『＜

字』状を呈する口縁

部をつくりだす．そ

の端部は、粘士ひもを貼り付けて所謂跳ね上げ口縁をつくりだしている。 7がこれにあたる。

は、小片のため器種を断定することはできないが、凸レンズ状を呈する底綿である．

冨地原選野B遺諭S815宴瀾図 (1、'80)

。

9~12 

(z) SB19 (第56図）

調査区域南群の南東端（第43図）で SB18 と SK20• SK21が重複している。遺構の切り合いは、当遺

構がSB18の南東溝を切っており、 SK20・SK21に東周壁溝及び住居跡中央部を削乎されている。当遺

構は、長軸を南北方向にとるもので、周壁講を巡らせている。この周壁構北西隅からは、排水溝が掘

られている．住居跡中心には、焼床面があったと思われるが、削平のため明確にできない。短辺 3

m、長辺3.4m程を瀾り• l類に属するものと考えられる。

(3) S815 (第60図）

謁査区域北群の東端（第43図）に位置している。遺構,~. 東半分を棚田によって削平されており、

周壁溝は西側のみに残っている。住居跡中央やや西寄りに焼床面があり、東寄りに七坑がある．これ

らの遺構を中軸として主柱穴4つが配され、正方形に近い住居が建てられたものと考えられる。 Jill 

6.lm程を測り｀置類に属するものである．当遺構からの出士遣物は、土坑から検出されているが。細

片のためその器種を明確にできず、図化することもできなかった．

(<) 5B17 (第61図）

調査区域南群の北部（第43llll)に位饂している。当遣構は、 3棟の住居跡が重複している．周壁溝

が2-3重に巡り。内鱒の周壁溝と焼床面を埋め殺して外鋼の周壁講が掘られていることなどから建

-53-
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てかえ化紺'J"I能性が考えられる。便宜上内側の周墜溝の1.t居をA、北側払張住居をB、外樋の周壁

溝の住店をCとするとA・Bit居跡は．長紬を南北方向にとるもので周壁溝束隅からは、持水溝が掘

らけている．このり：居跡中心には、焼床面があり、これを挟んで短軸Ji向に上柱穴2つが配されてい

る。その法紘は、拡製のB仕届跡で、短辺4.8m、長辺5.4m程を測り、 1 類に属するものである• C 

住屈跡は、長軸を求r!!l}J向にとるもので北四隅から匹壁面に沿ってペッド状遣構が延びる．この仕居

跡,,,心には、焼床面があり、これを挟んで長軸Jj向に主柱穴2つが配されている。その法量は、組辺

6.5m、長辺7.2m程を測り、 n類に属するものである．
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第61園 冨嶋頴塩野B遣鑢S817稟遍図 (1/80)
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IH.L遺物（第62図）は、壺と甕、心

杯があが他に細片となったものが検

HIされて Lヽ るが、器形などが判明しな

いため図ぷしたかった. I・21よ壺で

ある。 1は、体綿からl!/tlllllこかけての

もので、その鋲部ド端に断面二角形突

帯を 1条巡らす。頸部は体部から垂虹

に伸びてし、る。 2は、胴部破片で、中

位よりやや卜端9こ断曲台形突帯を巡ら

し、これに刻み[1をぃれ五 3・4は

甕である. 3は、口紘郎が『＜字』に

屈曲し．細長く伸びて立ち上がる。復

元口径以.4a,を潤る。 4は、丸底を旦

する甕である．器壁外面に格子目叩が

施されてじる。その格子は、正格子

で、 II/J土は赤褐色を旦し. 2 ... 程の長

石などを含む。内面は、当具誕を消す

ためかナデ濃整が施されている。所謂

朝鮮系歓質士器の範疇9こ入るものと思

われる. 5は．高杯の脚柱部である．

外面は縦方向の板状工具9こよるナデ調

整を施す。内面にはしぽり艇を残し裾

邸には横方向のナデ調整を施す．

7 l:t、甕の底部である. 61文、平底で

6 • 

やや上げ底ぎみになっている。 7It.、

乎底ではあるが端部が丸く仕上げられ

ている。これらの法量は、前者が底径

6.6cm、後者が底径6.2aを潤る。

3. 墳 。墓
2m 

当遺跡で氏調企区域内にお9ヽて 2

時期の墳墓をみる• Iつ1む遺跡の北

群に位置する S08であり、古墳時代の墳墓である。他氏遺跡の南群に位置するSKZO・21であり、

纂鯰図 冨地願岩野B遺麟508主体螂実瀾図 I

31.20m 

Cl/60) 

平安時代の墳墓である。

1) 508 （第63• 64図）

当古墳,:1:.棚Illの造成により月9平をうけており會墳丘匿土のすべてを失っている．幸い、遺構を全
周する幅2m程の周構が伴っており、当古墳が標高30.0mを基底面とする径l3m程の円墳であったこ

とを確認することができた。
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第64ill 冨地原岩野B遍馨S08主体郎冥瀾図D0/60) 

31.20m 

主体部は、墳丘のほぽ中央に墓凛が掘り込まれ、この中に南に開口する横穴式石室（第63図）が築

かれている。墓攘は、長辺4.6mX短i/13.2mの長方形を呈するもので．南短辺壁には、石室からハ字

状に広がる長さ2.5m程の墓道が取り付く。この墓凜の正確な平面規格や深さなどについては削乎に

よってその上面を失っており不明である．

石室は、主軸をN-!"-Wにとる両袖を備えた単室の横穴式石室で．堆積岩の変成岩からなる塊

石を主要元材としている。石材の遺存状況1ま、盗掘などによる攪乱が著しく右羨道部の石材すべてを

失う．石材の構築に際しては、腰石に大振りな石材を使用して石室ブランを構成する。奥壁に2石を

配し．各傭壁には各々 3石を配す。袖石には方柱状の石材を樹立させて両袖部を形成している。これ

ら石室プランを構成する腰石は、敷石面から90ca程の高さで上面を頴え、直方体を形成する。本

来、この上面から持ち送りに石材を組み上げて壁体を構成するのであろうが、そのすぺての石材を

失っている。羨道都は、 4石によって構成されている．このうち，玄門部から入口方向へ向かう 2石

ほ玄門幅と同じ幅で伸びているが、そのつぎの 1石は!Oa,程幅を減じており．これと玄門部に挟
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第65図 冨地原岩野B遺跡S08出土遣物宴瀾園 I(1/4) 

まれた部位を副屯的空1111と

Lて・"識できる．このイi材

，，，外にもう 1./iあるが、こ

れは渕"J瀑となるものであ

ろう。この渓1'1から先,1• 

.i;; 材もやや小伽りとなり、

前庭潤壁からJ_fffL据部に巡

る石列へと退なる..(_溶プ

ランは、長力形を基してい

る。当古墳，，，法肱Iむ玄室

長2.45m,玄室幅1.75mを

測る。これに 1マスお口の

}j眼をあてると全長は18コ

マとなり．このうち剖庭側

壁長が3コマ、羨l"I長が3

コマを占める．また、副室

，，，ようにみえる羨道長が3

コマ、玄門部が2コマとな

る。玄室長は7コマで玄室

幅は5コマとなる．石室内

に付設された敷石ほ．この

玄室と玄r,部まででその外
へは敷き詰めていない。こ

れまでに読んだ数値をこの

敷石にあわせると全長と敷

石空問の長さが2: Iとな

を敷石渇分だけをみると

9コマを4'3:2で分け

ることができる. 4コマ

は、玄室内において支障9え

立ててないが大振りの敷石

によって他の空間と区別し

た部位 3コマは、小娠り

の敷石空間で玄室内にとど

まる部位。 2コマは、玄門

部である。

出土遺物（第65図～第68図）は、主にS08の馬醇南東怒から検出されたもので．須恵器甕・杯・高

杯・壺• 平瓶がある．この他には、玄室床面から土師器杯が検出され．墓道埋士からは青磁の小片が

検出されている。第65図Iむ中形甕である• Iは、口径26.沈..器高40.2CIIを瀾る。体邸から引き出
された口縁部は、緩やかに『＜字』状に引き上げられ、端部は軽い跳ね上げ口縁となる。口唇部に
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罵66図冨地原岩野B遺跡S08出±遺物実測図.(1/4) 

は. I条の突帯を巡らせている。胴部最大径は中央よりやや上部に位崖している。器壁外面には、平

行叩き調整の後にカキ目調整が厖されている。内面には、同心円の当具痕が残る。 2・3も同様の

特徴を持つもので、 2は復元口径23cm、3は復元口径25.. 4CIIを測る。第66図ほ、大形甕である。この

遣物は口類部を失っている。体築と□頸部の接合点では．口縁内側から外側へ打ち欠いてきれいに剥
がれた痕跡を残すことや調査時に口頸部の破片を検出することができなかったことなどから祭祀とし

て使用された可能性をみいだすことができる。胴部最大径は上部にあり、 57.7o, を測る。体高は．

52.1cmを測る。第67図は、杯の集成図である。 1~8までは、杯蓋で、その形態により 2類に大別す

ることができる。 1類は、天井部外面中央に宝珠摘みをもち口縁部にかえりがつくものである。体高

の高低によってさらに細分することができる。 1~5までがこれにあたる。＇類は．天井部外面中央

に宝珠摘みをもつのであるが、口縁部にかえりをもたないものである。体高の高低によってさらに綱

分することができる.6~8がこれにあたる. 9~15までは．杯身で、その形態により 2類に大別す

ることができる。 1頚は、平底の底部から直線的に外上方へ伸びる体部をもつものである. 9・IOが

これにあたる• ll類は、高台のつくもので、やや内彎しながら立上り、そのまま端部にいたって丸く
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目を施している．

脚は娯広がりに開

くが、体部を超え

ない。口径10.5

"'・ 器高8.5caを

測る．第69図 3

は．広口壺である。体部はほぼ球形を呈するが、胴部最大径は、胴部中位よりやや上方に位置する。

体部から引き出された口縁部は、緩やかに r<字』状に引き上げられ．端部は『コ字』状に仕1:げロ
唇部に凹線を巡らす。器壁外面には平行叩きの後カキ目調整とナデ調整を施す。このとき，体部下半

は、ナデ調整で上半はカキ目調整である。口径13.Bai,器高18.Jcaを測る．第68図いま、平瓶であ

る．胴部最大径25.4caで、体高18.3a,の扁球上の体蔀に12.2a,の口縁径をもつ口頸部が取り付く．こ

の口頸部は、直線的に外上方に開くもので端部は『コ字』状に仕上げた後に軽い躁ね上げ口縁として

8
 

。
IO~ 

，
 

ロニ／

12 

~ 
二
こニエ5

第67図 冨箪原蟻野B遍諭S08出士遍物実測図● (1/3) 

おさめるものとロ

匹部で行十外反

するものに細分で

きる。加者が11・

12で後者が13~15

である．第68図 1

• 2は、麻杯であ

る• Iは、上師器

のもので浅く丸味

をもって内彎しな

がら立ち上がる杯

部をもっており、

端部l:t.心持ち摘

んで直立させる。

これに短い脚柱部

がほぼ垂直につ

き．これから屈曲

をもって鋸部が外

ヘ開く。口径12.2

ロ・器高7.3caを

測る. 2ほ、体部

中位下段で屈曲し

て外上方に伸びる

ロ縁をもつ杯で．

体部と口縁部の境

に1条の軽い沈線

を巡らす。沈線下

の体部には．カキ
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▽正ノ
, .. 
出土遺物（第70図I)

は｀黒色土器である。ロ

径15.2cmで、器漏5.7cm 

を潤る。高台は短く直立

し畳付径の広いもので、

体器は、内彎Lながら丸

味をもって立ち上がり、

ロ縁部へと続く．口縁端華は若干外反させている。外面は丁寧なナデ調整であり，内面はジグザグ方

向の研磨調整である。内面は漆黒色を晶し、内面を燻している。外面にはこれがみられず、所謂｀内

黒や黒色土器Aとよばれるものである．

-~. o. 

3
 

l匹

第6811!1 冨蜻原過野B遺跡sos出土遍枷真潤園.,(1/3) 

いる。第68図5・6は、

いづれも肖磁の破片で、

51:t, ロ縁部である．復

元11径15.2cnを1111る。外

面には、櫛状工具による

厖文、内面には．片箆切

りによる施文がみられ．

同安窯系青磁と思われ

る. 6ば底邸の厚さが

厚い。高台は断面四角形；

で、直立することから麓

泉窯系青磁と思われる．

弟68図71:t.土細器杯で

ある。口径14.4cm、器高

3.3cmを潤る．底絹1:1:箆

切り離しである、9

2) SK20 (第6911!1)

調査区域南群の南端

で S819• SK21を切って

いる。主紬を東西方向に

向けるものである。墓攘

の埋土は暗黄灰色を呈し

ていた。墓凜内からは木

質や棺をとめた釘などは

出士しておらず、現段階

では土攘墓か木棺墓かを

見分けることができな
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3) SK21 (第69図）

畠仕区域11!群の,11端で SBJ9を切っ

ており、 SK20に切られる• l・. 軸を南北一 1I ははに~~:竺i直の坦!l I 
UIJ遺物 l第70図2)は、黒色 1溢

である. "径15.5cmで`器』；；；5.8cmを

測る．贔台は趾く直ILl-W付径のlb.¥ヽ

もので、体部は~ 内彎しながら丸味を

もって立ち上がり、 rr舷部へと続く．

"紘端部は若F外反させ、 U培綿は面

取りしている。外曲は横J;r,,Jの箆研磨

を誕し内血11;;;グザグ方団の研庖調整

である。内外曲共に漆黒色を昼し、燻
=---. 

している• I所晶黒色上器Bとよばれ

るものである．

, .. こ＿こ-:;cc=
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ま と め

＠ 
SK21 

第.,図
~ 

32.20m 

全~ --:: ごこ

冨地原繕野B遣跡SK20・21婁濁図 Cl/40)
;
 !
 

ロニ／
I)集落跡について

。 ""' 
弥生時代の住居跡が、力形住居から円形住居にかわり、これ

が力形住居にかわるという大きな変遷は先学の研究によって周
第70固

知のものとなっている。そこで、当遺跡において検出された住

店跡群をまとめてみるとPl形住居跡、 1i形住居跡、掘立柱建物のいづれかにあてはまった．

は、この3種類に分けられた各遺構が当丘陵上でどのような位置を占めていたものか。また、各遺構

がどのように変還していったものかをみることとする。し

まず、円形住届跡についてみることとする。当遺跡検出の円形住居跡1ま、出土遺物が少数のため、

明確には断定しがたいが．住居跡柱穴出土の遁物は弥生時代中期前葉から中期中頃のものであり、遣

構はSBJ8のように所謂．新期松菊里型住居（註I)をはじめ、これの発展型を示すものであり、当遺

構を弥生時代中期前菓から中期中頃のものとすることができる。

つぎに方形住居跡についてみることとする。当遺跡検出の方形住居跡は、その形態によって 3類に

冨地原遍野B遺躊

SK20•21 出土遍物、宰囀阿 (1/3)

ここで
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分けられる。 1 類は、 S85 に1~& される。小央に焼体面をもち、これを挟んで 2 ,t.: 柱を立てる構必の

ものである。 lk1ruの一折遺物から呪tlSは、弥'h後阻1iwr,代に比定できよう。 1類は、 SBl7に代及さ

れる。中央に焼恥面をもち、これを挟んで 2,1:柱を~:てる構必のもので、ペッド状遺構を付設する．

・知道構には、 l類に属するm叶跡が休直i卜部に埋め殺されており. I類力'I!員に先行することをよ
す。休血の一枯遣物から"ii以 弥生後期後半代に比定できよう.m舶は、 SBISにtcJ<されを焼

休血が中央からはずれ. 4本柱を立てる構迩のものである。当遺構は時期決定できる代料が乏しいた

め保留したし．

妓後に掘立柱建物についてみることとする。芍遺跡検出の樹立柱建物は、 SB91こ代よされるが、

焼上坑が付設されているため、 4 本柱を立てる構店の住店跡の ••f能仕を残している．この峠期は、焼

七坑内の一括遺物から弥生時代中期木に比定できよう。

いま、各遺構の時期をみてきたが、その変這についてみることとする。叶遺跡の1；；在しているこの

丘駿It釣)IIの形成する宗像¥野南東部城を望む舌状丘験であり、肥沃な谷水UIを営める環境にある．

この地に新期松菊里型住居をもって生活がはじまったのであろう。丘馘束緩斜面の高台に SBI8は建

てられている。この後SB!・S86などのPl形住居が続々と進出（註2)してくる．これにより東斜面

の高台は飽和状態となり当丘駿It一時廃絶する。この時期に、宗像平野柑東部絨の丘駿には墳集が造

営されている.l繕．城墓から鉄北を出土した冨地除梅木遺絡などはそのH例であろう。再び当丘駿が生
活の場となったのは、 SB5・SB9の営まれた弥生時代後期はじめのことである。住居の規模は小さ

いもので．当遺跡の北群1こ固まるように分布している．弥生時代後期後半になるとSBl8が当初建てら

れていた好位駐にS817が建てられている。この住居の一括遺物の中には．丸底を呈する正格-f•IIIJ き調

整を施された所謂、朝鮮系軟質士器（註3)が検出されている。周辺の遺跡を展望すると宗像平野南

東母域では、冨地原梅木遺跡で焦文土器が出土し、冨地原JII原田遺跡では鳥足文ll(Iき調整を施す土器

などを検出Lている．このように．弥生時代後期に小規模な住居を構えた冨地掠岩野B遺跡の住民

は、その行動を広げ占墳時代前期には、宗像平野南東臨域を核とした交易等が行われていたのではな

いだろうか。宗像平野南東部域では近年の淵尭1こよって集落及び墳墓の資料が増加しつつあり、今後

の新賓料の増加によって居住坦と墳墓地の関係を明らかにできることを期待したい．

註

I. 中問研志「松菊里型住居一孜国稲作農絣受容期における竪穴住居の研究ー」『東アジアの考古学と歴史』中 1987 

2. 蝙口達也［槃落立地の変遷と上地開発Jr東アジアの考古学と歴史』中 1987 
3. 今津啓子 r大阪湾沿岸地域出土の硼鮮系歓質土醤」 !Jl!アジアの考古学と歴史』下 l987 
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